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市
役
所
本
庁
舎
が
７
月
25
日
に
完
成
し
、
い
よ
い
よ
新
庁
舎
へ
の

事
務
所
移
転
が
始
ま
り
ま
す
。
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
各
階
の
部
署

配
置
な
ど
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
問
合
せ
》新
庁
舎
建
設
室
☎
21

－

9
0
2
0

新
庁
舎
へ
の
事
務
所
移
転
が
始
ま
り
ま
す
！

移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

備
品
の
搬
入
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ

ー
テ
ン
の
取
付
け
な
ど
を
行
い
ま

す（
8
月
9
日
ま
で
）。

　

そ
の
後
、
第
1
グ
ル
ー
プ
を
移

転
し
ま
す
。
移
転
完
了
ま
で
は
、

建
物
内
部
を
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

　

備
品
の
運
搬
な
ど
に
よ
る
車
両

の
出
入
り
も
含
め
、
周
辺
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
1
グ
ル
ー
プ
の
移
転

後
、
新
庁
舎
は「
本
庁
舎
」と
な
り

ま
す
。
現
本
庁
舎
は
、
2
階
が
豊

岡
市
議
会
議
場
と
な
り
、1
･
3

階
が
豊
岡
市
立
交

流
セ
ン
タ
ー「
豊

岡
稽け
い

古こ

堂ど
う

」と
し

て
市
民
交
流
の
場

と
な
り
ま
す
。

　

事
務
所
の
新
庁
舎
へ
の
移
転
は
、

第
1
グ
ル
ー
プ（
主
に
新
庁
舎
周

辺
の
仮
庁
舎
の
部
署
）と
第
2
グ

ル
ー
プ（
城
南
町
仮
庁
舎
の
部
署
）

に
分
け
て
行
い
ま
す（
5
月
25
日

発
行
の
市
広
報
紙
に
掲
載
）。

　

新
庁
舎
竣
工
後
は
、
第
1
グ
ル

ー
プ
の
移
転（
8
月
10
日
〜
12
日
）

ま
で
に
先
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
作
業
が
多
く
、
す
ぐ
に

事
務
所
の
移
転
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
新

庁
舎
が
移
転
作
業
で
破
損
し
な
い

よ
う
、
建
物
内
部
を
養
生
し
ま

す
。
次
に
、1
･
2
階
の
新
規
購

入
備
品
や
、
書
庫
･
倉
庫
の
公
文

書
、
既
存
の
も
の
で
使
用
可
能
な

完成間近の新庁舎

新庁舎（右）と現本庁舎（左）の
建物間に設けられた中庭

現本庁舎１階の市民ギャラリー現本庁舎２階議場。照明は
コウノトリの巣をイメージ

広報とよおか　2013.7.25 2



新
庁
舎
の
特
徴

　

現
本
庁
舎
と
と
も
に
免
震
構
造

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
災
害
に
強

い
庁
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

使
い
や
す
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
、

各
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

１　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
3
基（
う
ち

1
基
は
業
務
用
）あ
り
ま
す
。

※
現
本
庁
舎
に
も
1
基
新
設
し
ま

し
た
。

2　

新
庁
舎
東
低
層
部
の
2
階
に

は
出
石
精
和
園
が
運
営
す
る
、

1
0
0
人
規
模
の
食
堂
が
あ
り

ま
す
。

3　

1
階
に
は
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
や
授
乳
室
、
お
む
つ
交
換
室

が
あ
り
ま
す
。
各
階
の
ト
イ
レ

（
3
階
以
上
は
多
目
的
ト
イ
レ

の
み
）に
も
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。

4　

地
中
熱（
1
・
2
階
待
合
の
冷

暖
房
の
熱
源
）、
太
陽
光（
20
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）、
バ
イ
オ
マ
ス（
空

調
の
熱
源
）な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
使
用
状
況
を
、
1
階
の
待

合
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ

ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5　

音
声
誘
導
装
置（
出
入
口
）や

ル
ー
プ
式
ア
ン
テ
ナ
拡
声
機
シ

ス
テ
ム（
2
階
大
会
議
室
）な
ど

も
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
各
階
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
次
ペ
ー

ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第１グループ　議会事務局、秘書広報課、政策調整課、財政課、防災課、
総務課、職員課、情報推進課、新庁舎建設室、選挙管理委員会事務局、
市民課、生活環境課、税務課、環境経済課、企業誘致課、大交流課、
地籍調査課、用地課、会計課、監査委員事務局

第２グループ　農林水産課、コウノトリ共生課、農業共済課、建設課、
都市整備課、建築住宅課、教育総務課、こども教育課、こども育成課、
生涯学習課、文化振興課、スポーツ振興課、農業委員会事務局

新
庁
舎
の
外
構
工
事
が
始
ま
り
ま
す
！

　

新
庁
舎
へ
の
事
務
所
移
転
後
に
、

新
庁
舎
周
辺
で
は
、
下
表
の
と
お

り
、
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

仮
庁
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た

北
庁
舎
や
南
庁
舎
、
東
庁
舎
別
館

を
解
体
し
、
来
庁
者
駐
車
場
や
市

民
広
場
な
ど
に
整
備
し
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
不
便
の
な
い
よ
う
、
通
路
や
来

庁
者
駐
車
場
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

来
年
3
月
ま
で
工
事
が
続
き
ま

す
が
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

外
構
工
事
完
了
後
、グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
記
念
行
事
を
行
う
予
定
で
す
。

場　所 時　期 内　　容

北庁舎
９月 解体工事
10～12月 駐車場整備工事

南庁舎
９月 解体工事
10～３月 市民広場整備工事

東庁舎
別館　

９～11月 解体工事
12～３月 駐車場・駐輪場整備工事

※時期は予定です。

　

8
月
12
日
は
、
第
1
グ
ル
ー
プ

の
事
務
所
移
転
最
終
日
の
た
め
、

第
1
グ
ル
ー
プ
の
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
第
2
グ
ル
ー
プ（
城

南
町
仮
庁
舎
）や
移
転
し
な
い
福

祉
事
務
所
、
各
支
所
な
ど
で
は
通

常
通
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
市
民
課
や
税
務
課
で
発
行
す
る

住
民
票
や
納
税
証
明
な
ど
の
各

種
証
明
書
は
、
各
支
所
で
取
得

で
き
ま
す
。

・
各
部
署
の
直
通
電
話
は
不
通
に

８
月
12
日（
月
）の
平
日
業
務
を

一
部
休
業
し
ま
す

な
り
ま
す
が
、
市
役
所
の
代
表

電
話
は
通
じ
ま
す
。

※
後
日
、
防
災
無
線
放
送
な
ど
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

8
月
13
日
午
前
8
時
か
ら
、
新

庁
舎
の
完
成
を
記
念
し
て
、
開
庁

式
典
を
行
い
ま
す
。

・
式
典
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉

開
き　

な
ど

※
一
般
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
が
、

駐
車
場
の
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
市
営
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い（
有
料
）。

新庁舎への事務所移転作業カレンダー（主な予定）
7月25日（木）新庁舎完成、引渡し
26日（金）

新庁舎の養生作業 警備装置
の設置27日（土）

28日（日）新規購入備品の搬入・
設置
1・2階事務用机・椅子、
カウンター、耐火金庫、
おむつ替え台など

29日（月） 防災関係
機器の移
設30日（火）

31日（水） ブライン
ド・カー
テンの取
付け

　既存備品の搬入
　（正副議長室等）８月１日（木）

２日（金）
３日（土） 書庫・倉庫の文書

・什器の移転４日（日）
５日（月）新規購入備品の搬入・

設置
会議用テーブル・椅子
（大会議室）、打合せコ
ーナーなどパーティショ
ン、議場傍聴席など

６日（火）
７日（水）
８日（木）
９日（金） 複合機、各部署独自の端末移転
10日（土）第１グループ移転

（サーバー本体、電話設備の移転含む）
※12日（月）は、新庁舎での業務を休業

11日（日）
12日（月）
13日（火）新庁舎での業務開始（開庁式）

 
16日（金）複合機の移転
17日（土）第２グループ移転

（電話設備の移転含む）18日（日）

８
月
13
日（
火
）に

開
庁
式
典
を
行
い
ま
す
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新 庁 舎 の 各 階 レ イ ア ウ ト 図
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現本庁舎の１階と３階は
豊岡市立交流センター
「豊岡稽古堂」となります

現本庁舎の２階は
豊岡市議会議場

となります
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ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ジ
ム
、
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し

た
、
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

　

小
グ
ル
ー
プ
制
で
、
個
人
の
体

力
に
応
じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
案
し
ま
す
。

　

体
力
を
維
持
し
た
い
方
、
健
康

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
い
た
い
方
な
ど
、

仲
間
と
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
内
容

▽
期
間　

10
月
〜
平
成
26
年
3
月

（
全
24
回
）

▽
対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

※
治
療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
は
、

主
治
医
の
意
見
書
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
料
金　

月
額　

千
円

▽
コ
ー
ス

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
20
人

▽
会
場　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

（
立
野
町
6

－

30
）

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室　

金
曜
日

コ
ー
ス
教
室
終
了
後
に
開
催

（
全
6
回
、
希
望
者
の
み
）

▽
内
容　

調
理
実
習
、
栄
養
士
の

講
話

▽
参
加
費　

千
円（
月
1
回
開
催
）

 

参
加
者
の
声

・
一
人
で
は
な
か
な
か
運
動
を
続

け
ら
れ
な
い
け
ど
、
仲
間
が
一

緒
だ
か
ら
頑
張
れ
る
。

・
プ
ー
ル
で
運
動
を
し
た
日
は
、

熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム（
歩
行
を
中
心
と
し
た

◆
一
般
の
部

日
本
に
は
素
敵
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
ね　
　
（
金
砂
郷
の
鴨
ち
ゃ
ん
）

今
の
世
に
使
わ
な
い
か
も
知
れ
ぬ

け
ど　
　
　
　
　
　
（
川
口
眞
生
）

も
っ
た
い
な
い
誰
も
見
て
な
い
そ

の
テ
レ
ビ　
　
　
（
あ
ま
て
ら
す
）

も
っ
た
い
な
い
ス
イ
カ
の
皮
を
薬

膳
で　
　
　
　
　
　
（
川
見
光
江
）

漠
然
と
テ
レ
ビ
パ
ソ
コ
ン
つ
け
な

い
で　
　
　
　
　
　
　
（
泰
平
楽
）

駅
弁
の
蓋
の
ご
飯
を
取
っ
て
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岸
野
孝
彦
）

ス
ー
パ
ー
に
行
く
前
調
べ
る
冷
蔵

庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
季
）

断
捨
離
と
も
っ
た
い
な
い
で
け
り

つ
か
ず　
　
　
　
　
（
喃
亭
八
太
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

エ
コ
バ
ッ
グ
地
球
の
環
境
守
っ
て

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

最
後
の
１
こ
だ
れ
も
食
べ
な
い
遠

慮
の
か
た
ま
り　
（
貴
田
妃
紗
菜
）

賞
味
期
限
過
ぎ
て
も
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
す　
　
　
　
　
（
ら
ら
）

捨
て
な
い
で
ま
だ
ま
だ
使
え
る
文

房
具　
　
　
　
　
　
（
小
谷
明
莉
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）

は
つ
ら
つチャ

レ
ン
ジ
塾

（
65
歳
か
ら
の
運
動
教
室
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

仲
間
と
楽
し
く
運
動
で
き
る
！

市
の
運
動
教
室
の
参
加
者
募
集

有
酸
素
運
動
と
筋
ト
レ
）を
、
教

室（
週
1
回
）と
自
宅
で
行
う
健
康

運
動
教

室
で
す
。

3
日
坊

主
だ
っ

た
運
動

を
無
理

な
く
続

け
ら
れ

る
コ
ツ

を
伝
え
ま
す
。

◆
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
特
徴

①
ど
な
た
で
も
効
果
が
出
や
す
く
、

か
つ
安
全
に
行
え
る
！

　

簡
単
な
体
力
測
定
と
普
段
の
活

動
量
か
ら
、
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

②
皆
さ
ん
の
や
る
気
を「
見
え
る

化
」で
サ
ポ
ー
ト
！

　

教
室
専
用
の
歩
数
計
を
使
用
し
、

運
動
量
を
グ
ラ
フ
化
す
る
な
ど
、

デ
ー
タ
や
成
果
を
目
に
見
え
る
形

で
提
供
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容

▽
期
間　

10
月
〜
平
成
26
年
3
月

（
全
24
回
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

※
整
形
・
循
環
器
疾
患
な
ど
治
療

中
の
方
は
、
主
治
医
の
許
可
の

あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

▽
料
金　

月
額　

千
円

▽
コ
ー
ス　

◆
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
体
験
会

　

詳
細
は
、
6
月
25
日
発
行
の
市

広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」共
通

▽
申
込
期
間　

8
月
6
日（
火
）〜

20
日（
火
）先
着
順

※
教
室
卒
業
後
、
1
年
を
経
過
し

て
い
る
方
は
参
加
で
き
ま
す
。

▽
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業

　

5
0
0
ポ
イ
ン
ト
／
月

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24

1
1
2
7

▲小グループ制の教室

▲エアロバイクで有酸素運動

曜
日

時　

間

月

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

火

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

水

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

金

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

会場 曜日 時間 定員
竹野健康福祉センター 木 10：00～12：00 18人
北前館 水 13：30～15：00 15人
日高健康福祉センター 火 13：30～15：30 18人
出石健康福祉センター 金 13：30～15：00 10人
但東健康福祉センター 火 10：00～12：00 18人
※教室での有酸素運動は、北前館では踏み台運動、
その他の会場ではエアロバイクです。

※北前館は、教室終了後に無料で入浴できます。
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《申込み・問合せ》職員課☎23-1326

平成26年度採用　豊岡市職員募集
～豊岡市を創る　豊かな発想力、意欲と行動力に満ちた

あなたの応募をお待ちしています～

一緒に『小さな世界都市豊岡』を実現しましょう！

職　　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職 ９人
　昭和58年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校を卒業した方、もしくは平成26年３月末までに卒業見込みの方、ま
たは高等学校卒業程度認定試験に合格した方

一般事務職
（文化財専門員） １人

　昭和48年４月２日以降に生まれ、学芸員の資格を取得し、学校教育法
に基づく大学以上の学校において、史学または考古学に関する専門課程
を修めて卒業した方で、発掘調査の経験と、遺構・遺物に関する発掘調
査報告書などの作成実績を有する方

土木技術職 ２人
　昭和58年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校において、この職に必要な専門課程を修めて卒業した方、または平
成26年３月末までに卒業見込みの方

看護師 ２人 　昭和43年４月２日以降に生まれ、看護師免許を有する方（正看護師に限
る）

保育士・
幼稚園教諭 ２人

　昭和53年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１
種または２種）を併せて有する方、または平成26年３月末までに同資格お
よび同免許を取得見込みの方

消防職 ４人

　昭和63年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校を卒業した方、もしくは平成26年３月末までに卒業見込みの方、また
は高等学校卒業程度認定試験に合格した方で、次の要件を全て満たす方
①視力が両眼とも1.0以上（矯正視力を含む）であること
②色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職務
遂行上支障がないこと

◇受付期間　８月５日（月）～16日（金）必着
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日

曜日および８月12日（月）を除く）
◇第１次試験
　・日程　９月22日（日）
　・場所　じばさん但馬（大磯町）
　　　　　〔消防職の体力検査は市民体育館（立野町）〕
　・内容　教養試験（文化財専門員、看護師は基礎

試験）、作文試験、適性検査、専門試験（土
木技術職、看護師、保育士・幼稚園教
諭のみ）、実技試験（文化財専門員のみ）、
体力検査（消防職のみ）

◇第２次試験

　・日程　11月上旬～中旬
　・場所　第１次試験合格者に直接通知
　・内容　面接試験、身体検査（指定の検査書提出によ

る）、実技試験（保育士・幼稚園教諭のみ）
◇申込方法　募集案内・申込書を職員課または各

支所総務係で受け取り、受験職種に
必要な書類を添えて提出してくださ
い（受付は職員課のみ）。

※募集案内の郵送を希望の方は、宛先を記入し、
140円切手を貼った返信用封筒（角形２号、A４サ
イズの資料が入るもの）を同封の上、希望職種を
明記して職員課へ請求してください。
◇採用予定日　平成26年４月１日
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◇応募部門
　○一般・高校の部…絵画、書道、写真、彫刻・工芸
　○児童・生徒の部…図画、習字
◇応募範囲
　○一般・高校の部…制限なし
　○児童・生徒の部…但馬地域内の幼稚園や小・中
学校、教室などに在籍する幼児・児童・生徒

◇公募要項配布場所
　文化振興課、各支所、各地区公民館、図書館本館、
　または市民会館など
◇作品搬入
　○日時…10月16日（水）午前９時～午後７時
　　　　　10月17日（木）午前９時～午後７時
　○場所…総合体育館北側アリーナ入口
◇出品料

◇日　時　９月26日（木）午後７時～（開場 午後６時
30分）

◇場　所　出石永楽館（出石町柳17－２）
◇出演者　茂山七

し め
五三、茂山あきら、茂山正

まさ
邦
くに
、

　　　　　茂山逸
いっ
平
ぺい
、茂山童

どう
司
じ
、丸石やすし、

　　　　　増田浩
ひろ
紀
き
、山下守

もり
之
ゆき

◇演目紹介　
○福の神…笑う門には福きたる
　大みそかの豆まきを恒例にしていた２人の男が
福の神へ参拝した。そこへ現れた福の神は「毎年
参拝に来るお前たちを金持ちにしてやろう。だ
から酒をくれ」と要求する。男たちが福の神へ酒
をささげると、うまそうに飲みながら金持ちに
なる秘訣を歌い始める…
○二

に

九
く

十
じゅう

八
はち

…狂言の神はいたずら者のようで
　独身の男が、妻をめとろうと清水寺に参拝し願
を掛ける。すると「西門の階段で待て」とのこと。
そこにいくと確かに女が立っていた。男が女に、
家は角から何件目かと尋ねると、女が「二九」と
答えたので十八件目の家を訪ねてみると…
○武

ぶ

悪
あく

…三人三様の心理を表す名作狂言

　○一般の部…1,650円
　○高校、児童・生徒の部…無料
◇作品審査日程および審査員
　○10月21日（月）写真：塚田澄子さん（全日本写真

連盟関西本部委員）
　　　　　　　　彫刻・工芸：中

なか

ハシ克
かつ

シゲさん
（京都市立芸術大学教授）

　○10月22日（火）絵画・図画：藤原　護
まもる

さん（二紀
会会員）　

　○10月23日（水）書道・習字：宮崎葵
き

光
こう

さん（日展
会員）

◇美術講座
　各部門審査日の午後６時から、作品講評を兼ね
た美術講座を開催します。

《問合せ》文化振興課☎23－1160

　太郎冠者は主人に不奉公な武悪を討つよう命じ
られるが、嘆き
悲しむ武悪を見
て殺すに忍びず
逃がしてしまう。
東山に出掛けた
主人と太郎冠者
が武悪と偶然出
会い、立場のな
い太郎冠者は武
悪に入れ知恵を
し、幽霊に化け
させ、主人をさ
んざん脅かす…

◇料　金　
　全席指定　前売3,500円（当日4,000円）
◇チケット取扱所　出石永楽館、市民会館、豊岡
　　　　　　　　　市民プラザ　
◇チケット販売日　７月27日（土）午前９時30分～
《問合せ》　出石永楽館☎52－5300　
　　　　　文化振興課☎23－1160

　豊岡市美術展は60年以上の歴史を持つ県内でも有数の公募
展です。応募に際しては公募要項をご覧いただき、作品搬入日
に所定の用紙に記入の上、作品を持参してください。
　よりすぐりの作品の応募をお待ちしています。
◇会期　11月１日（金）～５日（火）
◇会場　総合体育館（大磯町）

～見ごたえのある名作狂言を永楽館で大笑い～

第64回
豊岡市美術展作品募集

永楽館  茂 山 狂 言 会

▲第63回豊岡市美術展の様子

〈武悪〉
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65
歳
以
上
の
方
は
1
号
被
保
険

者
と
し
て
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
医
療
保
険
加
入
者
は
第
2
号
被

保
険
者
と
し
て
介
護
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
法
令
で
定
め
る
施

設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
方

で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方

介

護

保

険

料

の

減

免

　
介
護
保
険
の
保
険
料
額
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
負

担
が
生
活
の
維
持
に
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
災

害
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
対
す
る

減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
減
免
に
は「
申
請
」が

必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
場

合
や
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
産
調
査
な
ど
の
結
果

に
基
づ
き
、
市
の
基
準
に
照
ら
し

て
減
免
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
の

で
、
申
請
を
し
て
も
適
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
段
階
が
第
1
段
階（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第

4
段
階
の
方
で
、
次
の
①
か
ら
③

の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
医
療

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
方

②
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
方（
資
産
に
は
預
貯
金
、

土
地
家
屋
、
返
戻
金
の
あ
る
保

険
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
な
ど

を
含
む
）

③
前
年
の
収
入
が
、（
表
1
）の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方

　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い
か
、

一
定
額
以
下
の
方

・
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
な

ど
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損

害
を
受
け
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
が
死
亡
ま
た
は
心
身
に

重
大
な
障
害
を
受
け
た
、
も
し

く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ
と
で
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

で
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

不
作
な
ど
で
著
し
く
減
少
し
た

方
②
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

③
刑
事
施
設
、
労
役
場
、
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
1
カ
月

以
上
拘
禁
さ
れ
た
方

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、（
表
2
）の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
介
護
保

険
係
☎
24

2
4
0
1

（表１）
対象（保険料段階別） 収入金額 減免額
第１段階
・

第２段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の６を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円+30万円×（世帯員の人数－１）以下

第３段階
・

第４段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の７を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円+30万円×（世帯員の人数－１）以下

単身世帯 減免申請者の年間収入額が120万円以下 決定額の
10分の４を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が120万円+60万円×（世帯員の人数－１）以下

<　対　象　施　設　>　
（介護保険法施行法第11条に規定する施設）
１.障害者総合支援法に規定する指定障害者支援施設
※生活介護および施設入所支援を受けている障害者に
限る
２.障害者総合支援法に規定する障害者支援施設
※身体障害者福祉法の規定により生活介護を行う施設
に入所している障害者または知的障害者福祉法の規
定により入所している障害者に限る
３.児童福祉法に規定する医療型障害児入所施設
４.児童福祉法に規定する厚生労働大臣が指定する医
療機関
５.のぞみの園法に規定する福祉施設
６.国立および国立以外のハンセン病療養所等
７.生活保護法に規定する救護施設
８.労災特別介護施設
９.障害者総合支援法に規定する指定障害福祉サービ
ス事業者の施設
※療養介護を行う施設に限る

（表２）

低
所
得
者
減
免

そ
の
他
の
減
免

介
護
保
険
の
適
用
除
外
に

つ
い
て
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

だ
け
で
は
な
く
、
償
却
資
産（
事

業
用
の
資
産
）も
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
、

修
正
申
告
が
必
要
な
方
は
早
急
に

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
？

A　

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
固
定

資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
土

地
・
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

Q
　
償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
で
す
か
？

A　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
は
、
地
方
税
法
第
3
8
3

条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
資
産
が
所
在
す
る
市
町

村
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
申
告
は
資
産
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
必
要
で
す
。

Q
　
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
何

で
す
か
？

A　

原
則
と
し
て
、
決
算
時
に
減

価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ

た
も
の
は
全
て
償
却
資
産
の
申

　

標
記
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止

の
方
を
含
む
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
現

況
届
・
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
は
提
出
期

間
ま
で
に
必
要
書
類
を
送
付
し
ま

す
。

　

こ
の
届
け
に

よ
り
、
8
月
分

以
降
の
受
給
資

格
を
確
認
し
ま

す
。
提
出
が
な

い
と
8
月
分
以
降
の
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
け
出
は
必
要

で
す
。

▽
提
出
期
間
　

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
…
8
月
12
日（
月
）〜
23

日（
金
）

・
右
記
以
外
…
8
月
12
日（
月
）〜

30
日（
金
）

▽
提
出
先　

社
会
福
祉
課（
ウ
ェ

ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
の
隣
）ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
係

【
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
児
童
扶
養
手
当　

父
母
の
離
婚

な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
共
に
で
き
な
い
18
歳
未
満
の

児
童（
20
歳
未
満
で
心
身
に
中

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童
を

含
む
）を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当　

20
歳
未

満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方（
所
得
制
限
あ
り
）

※
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外

【
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

介
護
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
障
害
児
福
祉
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
方

◆
特
別
障
害
者
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な

最
重
度
の
障
害
者
で
20
歳
以
上

の
在
宅
の
方

◆
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手

当　

65
歳
未
満
の
重
度
障
害
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
お
り
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
市
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
方

※
施
設
に
入
所
ま
た
は
長
期
入
院

（
児
童
は
除
く
）し
て
い
る
方
は

対
象
外
。

※
支
給
対
象
と

な
る
に
は
障

害
の
程
度
、

所
得
制
限
等

条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

・
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24

7
0
3
1

・
児
童
扶
養
手
当
以
外
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

告
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

構
築
物
の
う
ち「
家
屋
」と
し
て

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も

の
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
る
車
両
は
、
申
告

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
償
却
資
産
の
詳
細
や
申
告
書
の

記
載
方
法
、
P
D
F
形
式
に
よ

る
申
告
書
お
よ
び
明
細
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
書
・
明
細
書
は
税
務
課
資

産
税
係
お
よ
び
各
支
所
市
民
福

祉
係
に
備
え
て
い
ま
す
。

《
申
告
書
提
出
・
問
合
せ
》
税
務
課

資
産
税
係
☎
21

9
0
4
6
ま

た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係

   

償
却
資
産
の
申
告

　
　
　
　
　         

済
ん
で
お
る
か
の
？

児
童
扶
養
手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当
現
況
届
と

　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

　
　
　
　
　
　

経
過
的
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

飲食店

小売店

理容・美容業 医院 ガソリンスタンド

農業・漁業 建設業

工場 ホテル・旅館
厨房設備など 製造設備など 客室備品など

農機具など パワーショベルなど

椅子・洗面台など ベッド・手術台など 洗車機など

陳列ケースなど
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常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し

て
、
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

広
告
板
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
建
物
の
壁
面
や

屋
上
に
取
り
付
け
ら
れ
た
広
告
板
、

地
面
に
直
接
建
て
ら
れ
た
広
告
板

の
他
、
張
り
紙
、
張
り
札
、
立
看

板
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

県
お
よ
び
市
で
は
、
市
内
の
良
好
な
広
告
景
観
を
推
進
す
る
た
め
、

兵
庫
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
い
て
、
基
準
に
適
合
し
な
い
広
告

物
の
違
反
対
策
と
、
こ
れ
を
設
置
し
た
屋
外
広
告
業
者
へ
の
指
導
監

督
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》●
屋
外
広
告
物
の
許
可（
表
示
・
設
置
）に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

　
　
　
　

●
屋
外
広
告
業
者
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
政
策
課
景
観
形
成
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
8

3
6
2

3
6
4
2

屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！

　国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所では、「一般国道483号北近畿豊岡自動車道（豊岡北～豊
岡南）」の環境影響評価の手続きを進めています。
　一般国道483号北近畿豊岡自動車道は、豊岡市を起点に丹波市に至る延長約70キロメートルの高規格幹
線道路で、兵庫県北部の但馬地域と丹波地域を直結し、地域の活性化を支援する自動車専用道路です。
　このたび、事業の概要、事前調査の結果および調査の計画などを記載した「環境影響評価概要書」を国土
交通省が作成しました。
　つきましては、環境の保全と創造の見地から皆さんの意見をいただくため、兵庫県環境影響評価条例に
基づき、次のとおり縦覧します。
■期間　７月26日（金）～８月26日（月）午前９時～午後５時（土・日曜日を除く）
■場所
・国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所（幸町）
・兵庫県環境影響評価室（神戸市）
・豊岡市都市整備課（中央町）
■内容　一般国道483号北近畿豊岡自動車道（豊岡北～豊岡南）環境影響評価概要書
《問合せ》国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所調査第二課☎22-3126
　　　　豊岡市都市整備課☎23-1712

一般国道483号北近畿豊岡自動車道（豊岡北～豊岡南）
環境影響評価概要書の縦覧について

　
　
「
良
好
な
景
観
の
形
成
」「
風
致

の
維
持
」「
公
衆
に
対
す
る
危
害

防
止
」な
ど
を
目
的
と
し
て
、
兵

庫
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
き
、

広
告
物
の
設
置
が
で
き
な
い
地
域

や
物
件
な
ど
の
他
、
設
置
す
る
場

合
の
広
告
物
の
大
き
さ
や
色
彩
な

ど
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
、

市
長
の
許
可
が
必
要

で
す（
一
部
、
小
規

模
な
自
家
用
広
告
物

な
ど
、
許
可
申
請
が

不
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
）。

　

広
告
物
を
設
置
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
都
市
整
備
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
外
広
告
業
の
登
録
を

　
　
　
　
　
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

兵
庫
県
内
で
業
務
と
し
て
屋
外

広
告
物
の
設
置
を
行
う
者
は
、
兵

庫
県
の
屋
外
広
告
業
者
登
録
が
必

要
で
す
。
兵
庫
県
の
登
録
番
号
は
、

「
兵
広
登（
○
）第
○
○
号
」で
す
。

◆
屋
外
広
告
物
の
設
置
許
可
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
、
原

則
と
し
て
、
市
長
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　

設
置
を
依
頼
し
た
屋
外
広
告
業

者
に
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
許
可

を
得
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
外
広
告
業
者

と
看
板
用
地
の
貸

付
契
約
を
す
る
と

き
は
、
許
可
を
受

け
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
あ
る
か

確
認
し
て
い
た
だ

き
、
違
反
と
な
る

広
告
物
が
設
置
さ
れ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
基
準
に
適
合
し
な
い
屋
外
広
告

物
を
設
置
す
る
と
、
屋
外
広
告

業
者
だ
け
で
な
く
管
理
者
な
ど

も
措
置
命
令
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

屋
外
広
告
物
と
は
？

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
と
は
？

必
要
な
手
続
き
は
？

屋
外
広
告
物
の
設
置
を
業
者
に

依
頼
す
る
場
合
の
注
意
事
項

屋上を利用するもの

アドバルーン

壁面より突出するもの

広告幕

広告旗
垣又は堀を利用するもの
野立広告物
（自己の敷地外に建植えする一般的なもの）

壁面を利用するもの
自己の敷地に建植えするもの

どこに、
どんな
広告を？

設置
可能か？
市に確認

市に
許可
申請書
提出

許可
広告物の
設置の
工事
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F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
出
演
者
募
集
！

〜
家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　

贈
り
ま
せ
ん
か
〜

　

子
ど
も
は
教
育
の
原
点
で
あ
る

家
庭
の
中
で
、
信
頼
や
思
い
や
り
、

家
族
か
ら
の
愛
情
を
も
っ
た
関
わ

り
や
体
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
社
会
性
を
も
っ
た
自
立

す
る
子
ど
も
へ
と
成
長
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
毎
日
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
の
言
葉
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
優
し
い
言
葉
な
ど
、
普
段
面
と

向
か
っ
て
言
え

な
い
気
持
ち

を
伝
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
対
象
者

　

市
内
に
在
住
の
方

○
募
集
期
間

　

7
月
25
日（
木
）〜
8
月
15
日

（
木
）

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容

　

収
録
1
分
以
内（
50
〜
2
5
0

字
程
度
）

○
収
録
場
所

　

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
ス
タ
ジ
オ

○
収
録
時
期

　

8
月
1
日（
木
）〜
31
日（
土
）

○
申
込
方
法

　

申
込
書
を
持
参
、
郵
送
、
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
学
校
等
を
通
し
て
配
布

す
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
先

・
生
涯
学
習
課（
〒
6
6
8

－

0
0
4
5　

城
南
町
23

－
6　

FAX 

24

4
6
6
9
）

・
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル（
〒
6
6
8

－

0
0
3
1　

大
手
町
4

－

5

ア
イ
テ
ィ
7
階　

FAX 
29

0 

7
6
4

○
日
時

　

8
月
18
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時（
午
後
1
時
開
場
）

※
引
き
続
き
、「
ほ
ん
と
の
空
」を

午
後
4
時
40
分
ま
で
上
映

○
場
所

　

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

○
入
場
料

　

無
料（
予
約
不
要
）

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23

0
3
4
1

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」③

と　
　
　

 

よ
う
か

「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」関
連
事

業
〜「
東
京
家
族
」上
映
〜

毎
月
第
2
水
曜
日
は

　

豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　

第
11
回
は
8
月
14
日（
水
）

　

市
で
は
、
環
境
行
動
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
実
感
で
き
る
仕
組

み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
抽
選
会
や
賞
品
な
ど
の

情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
☎
23

4
4
8
0

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
⑩

第
3
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

抽
選
会
を
開
催
！

　

6
月
30
日
、
日
高
地
区
公
民
館

で
第
3
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
抽

選
会
を
行
い
ま
し
た
。
37
の
事
業

者
か
ら
賞
品
を
協
賛
・
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
2
9
6
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
玉
賞
品「
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
」を
見
事
に
引
き
当

て
た
桝ま
す

田だ

み
ら
い
さ
ん（
泉
町
）。

親
戚
に
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
い
、
抽

選
に
来
た
と
の
こ
と
。「
欲
し
か
っ

た
自
転
車
が
当
た
っ
て
う
れ
し

い
！
次
は
自
分
で
貯
め
て
抽
選
に

行
き
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を

漫
画
で
解
説
！

　

昨
年
7
月
に
始
ま
っ
た
豊
岡
エ

6
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

15
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

0
人

・
参
加
総
数

：

2
1
7
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：

約
5
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

2
1
7
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
2
往
復
の
距
離
）

※
C
O
2
排
出
削
減
効
果
は
、〔
燃

料
節
減
量（
リ
ッ
ト
ル
）×
ガ

ソ
リ
ン
C
O
2
排
出
係
数（
1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
2
・
32
キ

ロ
グ
ラ
ム

－

C
O
2
）と
仮
定

※
燃
料
節
減
量
は
、
前
提
条
件
を

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
仮
定

※
自
粛
し
た
距
離
は
1
人
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
仮
定

◆
第
2
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す（
9

月
ま
で
）。
事
業
所
の
方
も
個

人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
。
市
民
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
の
発
行
数
は
3
万
ポ
イ
ン

ト
を
超
え
、
延
べ
1
2
6
0
人
の

皆
さ
ん
が
抽
選
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

抽
選
会
は
平
成
27
年
3
月
ま

で
、
あ
と
5
回
実
施
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
環
境
に
良
い
行

動
で
、
ど
ん
ど
ん
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
ま
し
ょ
う
。

　
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
っ
て
何
？
」

「
ど
う
い
う
仕
組
み
？
」と
い
う
声

を
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
漫
画
に

よ
る
解
説
本『
江え

古こ

田だ

ハ
カ
セ
の

eイー
計
画
』を
、
市
内
在
住
の
ペ
ン

ネ
ー
ム「
沢
太
郎
」さ
ん
の
協
力
で

作
成
し
ま
し
た
。
市
役
所
や
公
民

館
に
置
い
て
お
り
、
希
望
者
に
は
、

一
人
1
冊
に
限
り
無
償
で
配
布
し

ま
す
。

▲電動アシスト自転
車に笑顔

▲漫画の表紙
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̶

商
品
の
特
徴
は
？

　

シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
は
、
害
虫
対

策
が
必
要
で
す
。
当
社
で
は
殺
虫

剤
を
使
わ
ず
、
捕
虫
器
と
虫
取
り

紙
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
シ
イ
タ
ケ
は
、

他
の
菌
床（
お
が
く
ず
を
固
め
た

も
の
）栽
培
の
シ
イ
タ
ケ
よ
り
肉

厚
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

̶

環
境
経
済
に
関
す
る
取
組
み
は
？

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
、
菌
床
に
、

菌
を
埋
め
込
ん
で
栽
培
し
ま
す
。

収
穫
後
の
使
用
済
み
の
菌
床
は
、

廃
棄
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

当
社
で
は
、
畜
産
業
者
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
牛
舎
の
敷
材
と
し
て

̶

豊
岡
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
、
岡
山
の
農
機
具
メ
ー

カ
ー
で
す
。
農
業
と
関
わ
り
は
あ

り
ま
し
た
が
、
農
業
そ
の
も
の
を

業
務
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
以
前
か
ら
、
社
長
は

「
農
業
で
人
の
雇
用
を
生
ん
で
い

く
べ
き
」と
い
う
信
念
を
持
っ
て

お
り
、
農
業
に
は
非
常
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
偶
然
、
旧

但
東
中
学
校
の
施
設
を
使
用
で
き

る
話
を
も
ら
い
、
事
業
化
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

み
の
る
産
業
株
式
会
社（
但
東
町
出
合
）

̶

使
用
済
み
の
菌
床
を
有
効
活
用
し
た
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培

̶

企業紹介

使
用
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
は

堆
肥
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
年
間
4
5
0
ト
ン

の
使
用
済
み
の
菌
床
が
発
生
し
ま

す
が
、
全
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
コ
ス
ト
は
大
き
く
減
り
、
利

益
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

̶

現
在
、
特
に
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
は
？

　

最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、「
農
業

で
雇
用
を
生
む
」と
い
う
目
標
に

向
け
た
取
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

農
業
は
、
生
き
た
も
の
を
扱
い
ま

す
の
で
、
業
務
を
標
準
化
す
る
こ

と
が
難
し
い
の
で
す
。
デ
ー
タ
を

集
め
な
が
ら
少
し
ず
つ
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
効
率
な
栽
培
方
法

の
研
究
を
続
け
る
と
と
も
に
、
シ

イ
タ
ケ
以
外
の
分
野
へ
の
進
出
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

̶

今
後
の
事
業
展
開
は
？

　

こ
こ
で
の
仕
事
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
企
業
に
よ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
の
一
つ
の
形
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
証
・
認
定
な
ど
の
制

度
も
積
極
的
に
活
用
し
、
商
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
差
別
化
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
54

0
8
0
6

▲使用済みの菌床

○33

　

全
国
の
企
業
数
の
う
ち
、
中
小

企
業
が
占
め
る
割
合
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　

な
ん
と
、
中
小
企
業
は
、
全
国

の
企
業
数
の
99
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
雇
用
者
数
で
も
約
7
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る

と
、
日
本
経
済
や
産
業
構
造
を
、

中
小
企
業
が
支
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
中
小
企
業

の
廃
業
率
が
開
業
率
を
上
回
り
、

企
業
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
後
継
者
不
在
で
の
廃
業
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、「
事
業
承
継
」の

問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
盛
哀
は
、
将
来
の

日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
、
容
易
に
想
像
で
き
る

こ
と
か
ら
、
非
常
に
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

事
業
承
継
は
、
経
営
者
の
死
亡

や
相
続
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
や
、
経
営
者
が
実
権
を
後
継

者
へ
譲
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
か
ら
、

経
営
者
以
外
の
者
か
ら
は
言
い
出

し
に
く
い
問
題
で
す
。

　

し
か
し
、
高
度
な
技
術
や
営
業

基
盤
を
持
ち
な
が
ら
、
後
継
者
不

在
で
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、

株
式
の
分
散
で
会
社
経
営
に
混
乱

を
き
た
す
ケ
ー
ス
や
、
後
継
者
の

相
続
税
負
担
が
多
額
に
な
る
な
ど

会
社
経
営
に
影
響
を
与
え
、
事
業

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
な
ど
、
軽
視
で
き
な
い

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
後
継
者
や
10
年
後
、
20

年
後
の
会
社
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
？
な
ど
、
将
来
の
会
社
像（
事

業
承
継
）に
つ
い
て
、
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。　

　

も
し
、
後
継
者
・
事
業
承
継
問

題
で
不
安
が
あ
れ
ば
、ま
ず
は「
豊

岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
事

業
承
継
に
関
す
る

専
門
家
が
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

 

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
④

　
　
日
本
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業

▲栽培中の菌床



　

6
月
の
市
議
会
定
例
会
で
の
議

決
を
経
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
選
任
さ
れ
た
監
査
委
員

（
敬
称
略
）

　

6
月
19
日
、
竹
野
小
学
校（
竹

野
町
竹
野
）で
プ
ー
ル
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
夏
ま
で
使
用
し
て
い
た
プ
ー

ル
は
、
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
な
ど

も
あ
り
、
昨
年
9
月
か
ら
改
築
工

事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
天
の
た
め
プ
ー
ル

開
き
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、

式
典
に
は
同
校
全
児
童
が
出
席
し
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
市
民
や
有
識
者
で

組
織
す
る「
豊
岡
市
新
し
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、新
し
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
研
修
会
を
日
高

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
但
東
地
域
の
地
域
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
島
根

大
学
教
育
学
部
准
教
授
の
作
野
広

和
さ
ん
が「
豊
岡
市
に
お
け
る
新

し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
と
具
体
像
」を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
参
加
し
た
多
く
の
市
民
や
関

　

新
し
い
プ
ー
ル
は
、
メ
イ
ン
プ
ー
ル

が
6
コ
ー
ス（
25
メ
ー
ト
ル
×
12
メ
ー

ト
ル
）で
、
サ
ブ
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

係
者
が
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
各
集
落
の
活
力
が
弱

ま
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
危
機
と

捉
え
、
今
後
の
新
し
い
地
域
運
営

の
仕
組
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

城
崎
温
泉
が
、
フ
ラ
ン
ス
語

版
旅
行
ガ
イ
ド「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」

改
訂
第
3
版
に
★ふ

た
つ
ぼ
し★（

近
く
に
い

れ
ば
寄
り
道
を
し
て
訪
れ
る
べ
き

場
所
の
意
）で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
全
但
特
急
バ

ス「
城
崎
大
阪
線（
城
崎
温
泉
駅

⇔

大
阪
阪
急
三
番
街
）」の
1
日
1
往

復
が「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ナ
ー
」と
し
て
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
デ
ザ
イ
ン

制
作
に
関
わ
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

　

7
月
10
日
、
運
行
開
始
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
が
J
R
城
崎
温
泉
駅
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は

ミ
シ
ュ
ラ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
マ
ン
」と

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
玄
さ
ん
」も
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
、
記
念
講
演
会
を

市
役
所
城
崎
支
所
で
開
催
し
ま
し

た
。
日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
株

式
会
社
社
長
室
長
の
森
田
哲
史
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、「『
ミ
シ
ュ
ラ

ン
と
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
』〜
な

ぜ
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
が
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
っ
た
か
!?
〜
」と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〜
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
協
力
を
得
て
、豊
岡
・
城
崎
温
泉
を
発
信
〜

全
但
特
急
バ
ス「
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー
」運
行

▲上野和美

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
6
月
】

15
日
・「
植
村
直
己
冒
険
賞
」授
賞

式
・
記
念
講
演
会

19
日
・
竹
野
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工

式

28
日
・
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊

　
　
　

合
同
訓
練

29
日
・
三
木
川
、
片
間
樋
門
改
修

工
事
竣
工
式

【
7
月
】

1
日
・
但
馬
定
住
自
立
圏
に
係
る

新
温
泉
町
と
の
協
定
締
結

　
　

・
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報

提
供
ス
タ
ー
ト

3
日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

8
日
・
豊
岡
市
新
し
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
設
置
・
研
修
会

10
日
・「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ナ
ー
」運
行
開
始

▲ラッピングは、ミシュランマンが望遠鏡で城崎
温泉やコウノトリをのぞいているデザイン

▲セレモニーで抽選を行
う日本ミシュランタイ
ヤ株式会社社長のベル
ナール・デルマスさん

▲講演会の様子▲完成した竹野小学校のプール

〜
待
望
の
プ
ー
ル
完
成
〜

竹
野
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工
式
を
挙
行

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設
置・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
研
修
会
開
催
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6
月
中
旬
、
谷
復
興
副
大
臣
と

共
に
首
相
官
邸
を
訪
れ
、
菅
官
房

長
官
に
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
が
世
界
最
高

齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し

ま
し
た
。
人
々
は
熱
狂
し
、
政
府

は
、
三
浦
さ
ん
の
名
前
を
冠
し
た

冒
険
賞
を
創
設
す
る
と
も
。

　
「
そ
れ
は
冒
険
だ
な
」と
言
う
と

き
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合「
や
め
て

お
け
」を
意
味
し
ま
す
。
我
が
国

で
は
、
冒
険
は
必
ず
し
も
評
価
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
冒
険
賞
と
い
う
形
で
は
、
日

本
で
は
豊
岡
だ
け
が
挑
戦
者
た
ち

を
た
た
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
冒

険
に
光
が
当
た
っ
た
の
で
す
。

　

目
を
向
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

へ
の
お
礼
、
三
浦
さ
ん
も
歴
代
冒

険
賞
受
賞
者
も
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
と
い
う
こ
と
を
菅
長
官
に
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
17
回
植
村
直
己
冒
険

賞
の
受
賞
者
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
8
千

メ
ー
ト
ル
峰
14
座
全
て
の
登
頂
に

日
本
人
と
し
て
初
め
て
成
功
し
た

竹
内
洋ひ

ろ

岳た
か

さ
ん
で
し
た
。
う
ち
11

座
は
無
酸
素（
酸
素
ボ
ン
ベ
不
使

用
）登
頂
で
す
。

　

特
別
賞
も
あ
り
ま
し
た
。
冒
険

賞
第
9
回
の
受
賞
者
で
も
あ
り
、

自
身
の
持
つ
女
性
世
界
最
高
齢
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
記
録
を
73
歳
で
更

新
し
た
渡
邉
玉
枝
さ
ん
と
、
ガ
イ

ド
役
と
し
て
渡
邉
さ
ん
に
同
行
し

た
高
所
カ
メ
ラ
マ
ン
、
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
7
回
と
い
う
日
本
人
最
高

記
録
を
持
つ
村
口
德
行
さ
ん
で
す
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
出
発
す
る
前
日

に
身
内
に「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
き

ま
す
」と
言
っ
て
さ
っ
さ
と
登
頂
。

　

竹
内
さ
ん
に
よ
る
と
、
8
千
メ

ー
ト
ル
と
い
う
高
さ
は
、
空
気
は

地
表
の
3
分
の
1
、
人
間
が
い
き

な
り
放
り
出
さ
れ
た
ら
5
分
で
気

を
失
い
、10
分
で
死
ぬ
、と
い
う
場

所
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
所
を
酸

素
ボ
ン
ベ
を
使
わ
ず
に
登
る
と
ど

う
な
る
か
。
村
口
さ
ん
の
話
で
す
。

「
3
歩
歩
く
と
ハ
ア
ハ
ア
、
ゼ
イ

ゼ
イ
と
な
り
、
息
を
整
え
て
や
っ

と
次
の
3
歩
。
ま
た
3
歩
。
一
度

に
百
歩
行
き
た
い
と
思
う
け
ど
、

で
き
な
い
。
で
も
竹
内
さ
ん
は
、

5
歩
も
歩
け
る
」冒
険
者
た
ち
の
、

想
像
を
絶
す
る
一
歩
一
歩
!

　

官
邸
に
同
行
し
た
冒
険
館
長
。

「
ぼ
く
に
は
官
邸
訪
問
が
大
冒
険

で
し
た
」あ
、
そ
う
だ
ね
。

　

市
で
は
、
生
涯
、
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
、
健
康
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
気
軽
に
楽
し
く

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
を
、
7

月
か
ら
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル（
毎
週

月
曜
日
午
前
7
時
30
分
〜
、
再
放

送
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
15
分
〜
、

再
々
放
送
毎
週
土
曜
日
午
後
0
時

20
分
〜
）や
防
災
行
政
無
線
で
提

供
し
て
い
ま
す
。　

　
「
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」の
初
回

「
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」と
、

最
終
回（
第
14
回
）の
ま
と
め
は
中

貝
市
長
が
語
り
ま
す
。

　

第
2
回
か
ら
第
13
回
ま
で
は
、

熊
本
大
学
教
授
で
医
師
の
都つ

づ
く竹

茂

樹
さ
ん
が
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け

で
O
K
?
」「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果

は
、
何
歳
ま
で
?
」「
酒
席
で
の
賢

い
食
べ
方
は
?
」な
ど
、
運
動
や

食
事
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

ク
イ
ズ
形
式
で
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
を
伝
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」

は
、
放
送
終
了
後
編
集
し
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
国
各
地
の
特
徴
的
な
取
組
み

を
素
材
に
、
自
ら
の
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
考
え
る「
地
域
再
生

実
践
塾
」（
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
主
催
）が
、
6
月
26
日

か
ら
28
日
に
か
け
て
本
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
任
講
師
に
菊
地
直
樹
さ
ん

（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
准
教

授
）を
招
き
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
を
核
と
し
た
生
物
多
様
性
保

全
や
環
境
経
済
の
取
組
み
、
そ
れ

に
よ
っ
て
元
気
に
な
っ
て
い
る
豊

岡
の
姿
を
学
び
、
地
域
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、北
海
道
か
ら
福
岡
県

に
お
よ
ぶ
29
人
。
青
々
と
し
た
田

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
が
教
材
に
〜

地
域
再
生
実
践
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〜
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
〜

Dr.
ツ
ヅ
ク
の
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
を
Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
な
ど
で
配
信

豊
岡
か
ら
冒
険
を
た
た
え
る 69

▲都竹教授（右）のＦＭ
ジャングル収録風景▲最終日の発表の様子

▲田結湿地でのフィールド
ワーク

ん
ぼ
に
舞
い
降
り
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
姿
に
、「
国
内
外
あ
ち
こ
ち
を
巡
っ

て
き
た
が
、
こ
ん
な
風
景
は
世
界

中
で
も
こ
こ
し
か
な
い
」と
話
さ

れ
た
方
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
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「
光
に
包
ま
れ
た
、風
情
の
あ
る
ま
ち
が
で
き
れ
ば
」と
、

地
域
住
民
と
共
に
、誰
を
も「
心
が
和な

ご

む
灯あ

か

り
」で
包
み
込
も

う
と
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

濱は
ま

上が
み

吉よ
し

徳の
り

さ
ん（
62
歳
）竹
野
町
竹
野

町
内
全
戸
に
と
も
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
…

「
灯あ

か

り
」で
誇
れ
る
ま
ち
の
風
情
を
！通りを彩る｢ロジナリエ｣

び
に
く
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
電
球
色
）に
。

　

濱
上
さ
ん
は「
流
木
と
は
い
え
、

浜
に
行
け
ば
必
ず
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。
教
室
の
参
加
人
数
が
多
い

と
き
は
、
田た

結い

や
京
丹
後
、
果
て

に
は
鳥
取
に
ま
で
探
し
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
流
木
採
取
が
一
番

の
苦
労
か
な
」と
笑
い
ま
す
。

　

紙
の
種
類
を
問
う
と
、「
明
か
り

の
ほ
の
か
さ
を
出
す
に
は
、
や
は

り
和
紙
。
竹
野
産
の
和
紙
が
あ
れ

ば
い
い
が
、
さ
す
が
に
紙
す
き
ま

で
は（
無
理
）…
」と
苦
笑
い
。

竹
野
全
域
に
広
げ
る
の
が
目
標
！

　

ロ
ジ
ナ
リ
エ
は
、
5
月
の
連
休

や
7
月
の
花
火
大
会
前
後
、
お
盆
、

ク
リ
ス
マ
ス
前
後
に
実
施
さ
れ
ま

す（
今
後
、
点
灯
機
会
を
増
や
す

こ
と
も
検
討
）。

　

濱
上
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
聞

く
と
、「
ロ
ジ
ナ
リ
エ
が
竹
野
全
域

に
広
が
れ
ば
。
す
ぐ
に
は
無
理
だ

が
、
全
地
区
の
力
を
頼
り
に
、
頑

張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
」と

意
欲
満
々
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

◆
ロ
ジ
ナ
リ
エ

  

〜
和
み
の
灯
り
ス
ト
リ
ー
ト
〜

▽
日
時　

７
月
27
日（
土
）〜
31
日

　
（
水
）夕
方
〜
午
後
9
時
30
分

※
30
日（
火
）は
、
竹
野
川
両
岸
に

　

も
点
灯

好みの｢和みの灯り｣を作成

　

濱
上
さ
ん
は「
ロ
ジ
ナ
リ
エ
を

広
め
る
に
は
、
住
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
」と
、
ロ
ジ
ナ
リ
エ
開

催
の
時
期
に
、「
和
み
の
灯
り
を
軒

先
に
出
し
て
ほ
し
い
」と
、
地
域

住
民
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

不
安
を
よ
そ
に
、
住
民
の
反
応

は「
か
な
り
ノ
リ
気
」。

　
「
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
る
。

夜
、
点
灯
し
て
い
る
の
見
た
観
光

客
か
ら
も『
心
が
落
ち
着
く
』と
い

う
声
が
出
て
い
る
。
こ
れ
も
、
地

域
住
民
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
」

と
濱
上
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

楽
し
い
活
動
が
活
力
の
源

　

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、「
和
み

の
灯
り
作
り
教
室
」を
開
い
て
い

る
と
い
う
濱
上
さ
ん
。「
特
に
活
動

日
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
予
約
が
あ
れ
ば
、
実
行
委
員

会
の
委
員
で
対
応
す
る
」と
の
こ

と
。
地
域
住
民
の
ほ
か
、
自
然
学

校
で
竹
野
を
訪
れ
た
市
内
小
学
生

も〝
あ
ん
ど
ん
〞作
り
を
体
験
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
京
阪
神
か
ら

の
問
合
せ
も
…
。

　
「
い
か
に
経
費
を
掛
け
ず
に
作

る
か
」。
和
み
の
灯
り
の
材
料

は
、
浜
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
木
の

枝
、
使
え
な
く
な
っ
た
電
気
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
で
す
。
電
球

も
、
消
費
電
力
が
少
な
く
熱
を
帯

　

今
や
、
竹
野
地
区
一
体
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る「
和な
ご

み
の
灯あ
か

り
」

（
一
種
の
あ
ん
ど
ん
）。
こ
の
明
か

り
で
町
並
み
を
照
ら
し
、「
ロ
ジ
ナ

リ
エ
」と
し
て
地
域
住
民
を
奮
い

立
た
せ
て
い
る
の
は
、
濱
上
吉
徳

さ
ん
。

　

濱
上
さ
ん
は
、
定
年
後
、
自
治

会
の
役
員
を
務
め
る
傍
ら
、「
地
域

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
？
」と

考
え
て
い
た
と
き
、
と
あ
る
モ
デ

ル
事
業
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

「
和
み
の
灯
り
で
全
町
を
飾
っ
て

は
ど
う
か
、
と
立
案
し
た
の
が
き

っ
か
け
」と
話
し
ま
す
。

〝
浜
〞を
灯
り
の
ま
ち
に
！

　

空
に
は「
星
」、
海
に
は「
漁い
さ
り

火
」、

浜
に
は「
ウ
ミ
ナ
リ
エ
」（
※
注
）、

通
り
に
は「
和
み
の
灯
り
」…
竹
野

地
区
で
の
光
の
演
出
。

　

光
で
ま
ち
を
包
み
た
い
、
そ
ん

な
思
い
を
抱
い
た
濱
上
さ
ん
は
、

自
ら
本
格
的
に「
和
み
の
灯
り
」作

り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
和

み
の
灯
り
を
活
用
し
た
活
動
を
続

け
て
い
く
た
め
の
何
か
い
い
愛
称

は
な
い
か
、
と
皆
で
思
案
し
た
結

果
、
神
戸
の
ル
ミ
ナ
リ
エ
を
参
考

に
、「
路
地
を
明
か
り
で
飾
る
か
ら
、

ロ
ジ
ナ
リ
エ
」と
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

（※注）ウミナリエ…竹野浜に、ペットボトルと発光ダイオードで組み立てられた渚のイルミネーション。
広報とよおか　2013.7.25 16



｢

ど
こ
へ
で
も
喜
ん
で｣

を
合
言
葉
に

ふ
る
さ
と
紙
芝
居
の
会（
出
石
）

　
「
ふ
る
さ
と
紙
芝
居
の
会
」は
、

平
成
22
年
に
設
立
し
、
会
員
は
5

人
。
各
区
に
伝
わ
る
民
話
や
昔
話

な
ど
を
基
に
、
公
民
館
や
地
域
の

高
齢
者
の
協
力
を
得
て
、
民
話
発

祥
の
地
を
訪
れ
た
り
し
な
が
ら
、

紙
芝
居
を
作
成
し
、
上
演
し
て
い

ま
す
。

　

会
の
活
動
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

各
所
か
ら
声
が
掛
か
り
ま
す
。
主

な
訪
問
先
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
公
民
館
、
福
祉
施
設
。

昨
年
度
は
約
50
回
上
演
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
芝
地
裕ひ
ろ

子こ

さ
ん
は「
紙

芝
居
を
通
し
て
、
次
代
を
担
っ
て

い
く
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
、

『
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
』を
育
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
作
品

は
、約
50
点
。民
話
な
ど
の
ス
ト
ー

リ
ー
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
な

く
、場
面
の
展
開
、ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
な
ど
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
紙
芝
居
の
会
」が
使
う

紙
芝
居
は
、
普
通
の
紙
芝
居
の
約

4
倍
の
大
き
さ
が
あ
り
、
ま
ず
そ

の
大
き
さ
で
子
ど
も
た
ち
の
心
を

つ
か
み
ま
す
。
会
員
の
峠
さ
ん
は

「
上
演
し
て
喜
ば
れ
る
と
や
り
が

い
を
感
じ
、
自
分
た
ち
の
方
が
生

き
が
い
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、

若
い
お
母
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
い
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
ま
た
来
て

ほ
し
い
」や「
紙
芝
居
で
読
ん
で
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た

い
」な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
会

員
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
芝

地
さ
ん
は「
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ど

こ
へ
で
も
喜
ん
で
訪
問
し
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

上
演
依
頼
は
芝
地
さ
ん
ま
で
。

☎
52

－

2
4
6
8

▲最新の作品｢おりゅう灯
とう

篭
ろう

｣を囲んで

　

6
月
22
日
、
三
方
小
学
校
体
育
館（
日
高
町
栗

山
）で
、
綱
引
き
大
会（
三
方
地
区
公
民
館
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
性
23
チ
ー
ム
、
女
性
15
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦
し
、
た
だ
な
ら
ぬ
緊
張
感

の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
綱
引
き
」で
は
、
小
学
6
年
生
以
下
の

子
ど
も
た
ち
が
大
人
と
対
戦
し
、
大
人
が
圧
倒
さ

れ
る
一
幕
も
。
勝
っ
た
子
ど
も
ら
は
、
ご
褒
美
に

お
菓
子
を
も
ら
い
、
上
機
嫌
で
し
た
。

　

会
場
が
一
体
と
な
り
、
ど
の
対
戦
に
も
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
、
各
メ
ン
バ
ー
は
、
勝
敗
に
か
か
わ
ら

ず
達
成
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
22
日
、
奥
山
区
公
民
館（
出
石
町
奥
山
）周

辺
で
、
第
32
回
ほ
た
る
祭（
奥
山
観
光
ほ
た
る
の

郷
・
福
住
地
区
公
民
館
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
観
光
客
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
日
中
、
ホ
タ
ル
の
絵
画
・
写
真

展
や
地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る「
お
さ
よ
つ
ば
き
」

の
絵
本
原
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
奥

山
区
で
養
殖
さ
れ
た
魚「
モ
ロ
コ
」の
つ
か
み
取
り

も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
、

観
光
客
ら
は
、
奥
山
川
に
沿
っ
て
乱
舞
す
る
幻
想

的
な
ホ
タ
ル
の
光
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

三
方
地
区
公
民
館
綱
引
き
大
会

白
熱
し
た
会
場
で
綱
を
引
く
手
に
力
が
入
る
！

第
32
回
ほ
た
る
祭

奥
山
川
を
舞
台
に　

ホ
タ
ル
が
光
の
舞

▲どのチームも全身全霊（？）で綱を引く！

▲幻想的な光景に会話が弾む参加者
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
52

　
〜
平
成
24
年
度
消
費
生
活
相
談
状
況
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ

者
間
の
選
挙
運
動
の
機
会
均
等
を

図
る
手
段
と
し
て
、「
選
挙
公
営
制

度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
選
挙

公
営
と
は
、
行
政
が
候
補
者
の
選

挙
運
動
費
用
の
一
部
を
負
担
し
た

り
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
を
行
う

に
当
た
り
、
便
宜
を
供
与
し
た
り

す
る
制
度
で
す
。
本
市
が
行
う
選

挙
費
用
で
公
営
の
主
な
も
の
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

広報とよおか　2013.7.25 18

選
挙
運
動
に
掛
か
る
費
用
は
全

て
候
補
者
が
負
担
す
る
の
？

　
候
補
者
が
、
全
て
の
経
費
を
負

担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
お
金
の
掛

か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
加
え
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
選
挙
運
動
に
は

多
額
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
公
職
選
挙
法
で
は
、
候
補

　
平
成
24
年
度
の
豊
岡
市
く
ら
し

の
相
談
室
で
受
け
付
け
た
消
費
生

活
相
談
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
相
談
件
数
は
4
7
0
件（
苦
情

3
6
2
件
、
問
合
せ
1
0
8
件
）

で
、
昨
年
度
の
4
1
6
件
と
比
べ

る
と
54
件
増
加
し
、
過
去
最
高
の

相
談
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
あ
っ
せ
ん（
※
）や
助
言

に
よ
る
救
済
額
は
、
昨
年
度
か
ら

約
1
9
7
0
万
円
増
え
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
相
談
の
傾
向・特
徴

○
60
歳
以
上
の
方
か
ら
の
相
談
が

　
53
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
お
金
や
健
康
な
ど
、
高
齢
者
の

不
安
に
付
け
込
む
悪
質
な
手
口
が

増
え
、
相
談

者
の
半
分
以

上
を
60
歳
以

上
の
方
が
占

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
70
歳
以
上
の
方
か
ら
の

相
談
が
全
体
の
約
3
分
の
1
と
な

り
、
相
談
者
の
高
年
齢
化
が
ま
す

ま
す
進
ん
だ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
送
り
つ
け
ら
れ
る
健
康
食
品
ト

ラ
ブ
ル
が
急
増

　
60
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
健
康

※
あ
っ
せ
ん
…
訪
問
販
売
業
者
　

な
ど
と
の
交
渉

食
品
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
ま

し
た
。「『
注
文
し
て
も
ら
っ
た
健

康
食
品
を
送
る
』と
電
話
が
あ
っ

た
が
、
身
に
覚
え
が
な
い
」「
頼
ん

だ
覚
え
が
な
い
健
康
食
品
が
代
引

き
で
送
ら
れ
て
き
た
」と
い
っ
た

相
談
が
目
立
ち
ま
し
た
。

○
メ
ー
ル
で
の
架
空
請
求
に
関
す

る
相
談
が
急
増

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
迷
惑

メ
ー
ル
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
相
談
は
、
若
年
層
だ

け
で
な
く
、
幅
広
い
年
齢
層
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

○
貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り

　
貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り
が
全

国
的
な
問
題
と
な
り
、
法
が
改
正

さ
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
解

決
が
難
し
い
相
談
で
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
相
談
が
増
加

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で

の
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し

ま
し
た
。
勧
誘
の
信
用
性
や
強
引

な
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が
目
立
ち

ま
す
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

9
0
0
1

④
選
挙
費
用
の
公
営

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

《本市での選挙費用の公営》

市長選挙 市議会議員
選挙

選挙公報の発行 ○ ○

ポスター掲示場の
設置 ○ ○

ポスター作成費用
の負担 △ △

通常はがきの交付 ○ ○

ビラの作成費用の
負担 △ ×

選挙運動用自動車
に掛かる経費の負
担

△ △

※△は、一定の得票がない場合、候補者の負担です

相談件数
苦　　　情 362
問　合　せ 108
合　　　計 470

あっせん件数
苦　　　情 70
問　合　せ 4
合　　　計 74

救済状況
区　　　分 救済件数 救済額（円）

交渉（あっせん） 34 13,040,672
未然防止（助言） 47 22,515,595
合　　　計 81 35,556,267

主な相談内容と件数
①金融・保険サービス（利殖商法トラブル・借金等） 65
②運輸・通信サービス（電話・インターネット等） 62
③食料品（健康食品等） 37
④商品一般 36
⑤保健・福祉サービス（還付金詐欺等） 32
⑥教養・娯楽サービス（コンサートチケット・宝くじ等） 28
⑦教養・娯楽品（新聞・雑誌・パソコン等） 24
⑧他の商品（貴金属の訪問購入等） 15
⑧レンタル・リース・貸借（不動産貸借・リース等） 15
⑩土地・建物・設備（太陽光システム等） 14

平成24年度「豊岡市くらしの相談室」の相談状況
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1
年
間
で
大
き
く
な
っ
た
ね
♡
こ

れ
か
ら
が
も
っ
と
楽
し
み
で
す
。一

緒
に
成
長
し
て
い
こ
う
ね
！　
　
　

（
父 

剛
史
・
母 

樹
里
、日
高
町
岩
中
）

桝田依
い

桜
お

里
り

ちゃん
（平成24年2月16日生）

　

結
ち
ゃ
ん
、1
歳
に
な
っ
た
ね
。お

め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
ね
。　  　

 　
　
　
　

（
父 

昭
良
・
母 

ま
り
子
、日
高
町
道
場
）

上垣結
ゆう

愛
あ

ちゃん
（平成24年2月27日生）

　

日
歩
、1
歳
お
め
で
と
う
。笑
顔
と

幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。こ
れ
か
ら
も

す
く
す
く
大
き
く
な
ぁ
れ
。　 

（
父 

政
晃
・
母 

優
、上
陰
）

永田日
にち

歩
ほ

ちゃん
（平成24年4月4日生）

　

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り
が
と

う
。こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

ね
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
父 

常
治
・
母 

絋
枝
、加
陽
）

河原颯
そう

真
ま

ちゃん
（平成22年6月7日生）

　

少
々
お
て
ん
ば
が
過
ぎ
る
け
ど
、 

元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
父 

卓
弥
・
母 

敦
子
、正
法
寺
）

西畑安
あ

佳
か

里
り

ちゃん
（平成23年10月19日生）

　

亜
美
琉
の
笑
顔
で
元
気
に
な
れ
る

よ
！
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♡（
父
、母
、兄 

凌
駕
）

（
父 

佑
樹
・
母 

智
子
、日
高
町
岩
中
）

岡  亜
あ

美
み

琉
る

ちゃん
（平成24年4月17日生）

  

明
日
真
の
笑
顔
、大
好
き
だ
よ
♡

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ね
。　　

（
父 

明
・
母 

愛
子
、日
高
町
府
市
場
）

畠山明
あ

日
す

真
ま

ちゃん
（平成24年4月20日生）

　

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く 

な
っ
て
ね
。                   

（
父 

護
・
母 

和
美
、日
高
町
祢
布
）

安岡稟
りん

琥
く

ちゃん
（平成24年6月8日生）

■
男
子
40
歳
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝

▽
山
崎
信
博（
駄
坂
）

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
但
馬
テ
ィ
エ
ス
ケ
イ
株
式
会
社

百
合
工
場（
出
石
町
上
村
）

　
6
月
12
日
、
出
石
町
百
合
で
発

生
し
た
火
災
で
、
隣
接
す
る
但
馬

テ
ィ
エ
ス
ケ
イ
株
式
会
社
百
合
工

場
の
従
業
員
が
、
早
期
に
現
場
に

駆
け
付
け
、
自
社
の
消
火
器
、
動

力
ポ
ン
プ
で
初
期
消
火
活
動
を
実

施
し
、
消
防
隊
の
到
着
ま
で
に
鎮

圧
し
ま
し
た
。

　
こ
の
消
火
協
力
で
、
火
災
に
よ

る
建
物
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

第
18
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
（
U
-15
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

（
7
月
28
日
〜
8
月
3
日
、
大
阪

府
堺
市
）

▽
岡
本
夏か

歩ほ（
港
中
3
年
）

▽
神か
み

谷や

育な
る

実み（
日
高
東
中
3
年
）

　
岡
本
さ
ん
と
神
谷
さ
ん
は
、
関

西
第
4
代
表
の「
F
C
　
V

 

I

 
C
 

T
O
R
I
E
S
」所
属
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

第
51
回
兵
庫
県
高
等
学
校
簿
記

競
技
大
会

（
6
月
15
日
、
姫
路
市
）

■
団
体
の
部
　
3
位

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校（
加
広
町
）

第
66
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

（
テ
ニ
ス
競
技
）

（
5
月
3
〜
4
日
、
三
木
市
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲前列右：神谷さん、後列左：
岡本さん

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

▲消防長感謝状



　

5
月
か
ら
始
め
た
南
極
出
前
授

業
に
よ
る
学
校
ま
わ
り
も
、
夏
休

み
を
機
に
一
段
落
し
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
一
味
違
う
授
業
に
、

目
を
輝
か
せ
た
り
、
自
分
の
知
ら

な
い
世
界
に
興
味
津
々
だ
っ
た
り
、

そ
ん
な
彼
ら
に
無
限
の
可
能
性
を

感
じ
る
と
と
も
に
大
き
な
感
動
を

味
わ
う
3
カ
月
で
し
た
。

　

気
温
が
と
て
も
低
く
、
人
が
定

住
で
き
な
い
環
境
…
そ
ん
な
と
こ

ろ
で
も
た
く
ま
し
く
暮
ら
す
生
き

物
た
ち
、
ま
た
地
球
の
端
に
あ
っ

て
も
豊
岡
と
切
り
離
す
こ
と
の
で

き
な
い
環
境
の
つ
な
が
り
。
テ
レ

ビ
や
本
で
見
る
だ
け
で
は
遠
い
存

在
の
南
極
も
、
身
近
な
人
が
体
験

談
を
語
る
と
ま
っ
た
く
受
け
取
り

方
が
違
う
よ
う
で
す
。

　
「
な
ぜ
ペ
ン
ギ
ン
は
寒
く
な
い

の
？
」「
な
ぜ
オ
ー
ロ
ラ
は
南
極
や

北
極
で
し
か
見
ら
れ
な
い
の
？
」

授
業
終
了
後
も
子
ど
も
た
ち
の
興

味
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

き
っ
か
け
は
さ
さ
い
な
こ
と
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ペ
ン
ギ
ン
や

オ
ー
ロ
ラ
を
通
し
て
学
び
の
種
を

ま
く
。
そ
ん
な
ふ
う
に
話
が
で
き

る
だ
け
で
も
、
重
い
責
務
を
背
負

い
、
越
冬
し
た
か
い
が
あ
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

　

豊
岡
に
い
な
が
ら
南
極
や
宇
宙

と
つ
な
が
る
。
都
市
部
の
子
に
比

べ
る
と
、
圧
倒
的
に
そ
う
い
っ
た

機
会
は
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
話
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
の

中
に
は「
大
き
く
な
っ
た
ら
南
極

に
行
っ
て
み
た
い
」「
オ
ー
ロ
ラ
を

自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
」と
話

す
子
も
い
て
、
私
自
身
も
充
実
し

た
期
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課
人
権
･

社
会
教
育
係
☎
23

0
3
4
1

▼城崎小学校

▲竹野南小学校

南
極
出
前
授
業

「
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
目
に
感
動
！
」

第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員　
宮
下
泰
尚

ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
み
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議
「
城
崎
会
議
」（
10
月
26
・
27
日
）
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ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
日
頃
の

活
動
や
研
究
を
、
広
く
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

が
集
ま
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
学
術
会
議「
城
崎
会
議
」で
の

ポ
ス
タ
ー
発
表
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
内
容

①
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
取
組

み
や
普
段
の
活
動
な
ど（
ガ
イ

ド
活
動
、
学
校
で
の
学
習
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
保
護
保
全
活
動
な

ど
）

②
城
崎
会
議
の
テ
ー
マ「
自
然
の

恵
み
と
災
害
」に
関
連
し
た
研

究
成
果
な
ど

※
発
表
内
容
の
要
約
を
、
申
込
期

限
ま
で
に
メ
ー
ル
で
提
出

※
審
査
の
結
果
を
発
表
者
に
連
絡

※
発
表
日
ま
で
に
、用
紙（
A
1
サ

イ
ズ
程
度
）に
内
容
を
ま
と
め

て
作
成

○
申
込
期
限　

8
月
30
日（
金
）

○
発
表
日　

10
月
26
日（
土
）

　

自
作
の
用
紙
を
会
場
で
掲
示

※
用
紙
の
前
で
内
容
を
発
表
す
る

時
間
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

○
発
表
会
場　

城
崎
温
泉
西
村
屋

　

ホ
テ
ル
招
月
庭（
城
崎
町
湯
島

　

1
0
6
1

2
）

《
申
込
み
･
問
合
せ
》
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議「
城
崎

会
議
」実
行
委
員
会（
但
馬
県
民

局
ジ
オ
パ
ー
ク
課
内
）

　

☎
26

3
7
8
3

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

geopark@
pref.hyogo.lg.jp

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://sanin-geo.jp/

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア

内
の
魅
力
を
撮
影
し
た
写
真
を
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
賞
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
巡
回
展
示
な
ど
の
P
R
な
ど

に
活
用
し
ま
す
。

○
部
門

①「
地
形
･
風
景
部
門
」…
地
形
や

風
景
の
写
真
、
一
目
で
ど
の
ジ

オ
サ
イ
ト
を
撮
影
し
た
か
が
分

か
る
写
真

②「
ひ
と
･
営
み
部
門
」…
人
々
が

楽
し
そ
う
に
観
光
し
て
い
る
様

子
、
農
業
や
漁
業
、
地
場
産
業

な
ど
人
々
の
営
み
な
ど
の
写
真

○
対
象　

ど
な
た
で
も

○
条
件　

①
自
作
未
発
表
の
作
品

②
お
お
む
ね
2
年
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
③
応
募
作
品
数
1
人

5
点
以
内（
部
門
問
わ
ず
）④
組

写
真
･
合
成
写
真
は
不
可
⑤
入

賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
お

よ
び
共
催
者
に
帰
属

○
申
込
方
法　

応
募
票〔
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

撮
影
場
所
、
撮
影
年
月
日
、
作

品
題
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
部
門
を

記
入
〕を
作
品
裏
面
に
テ
ー
プ

で
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

○
入
賞　

特
選
：
1
点（
副
賞
5

万
円
）、入
選
：
各
部
門
5
点
程

度（
副
賞
2
万
円
）、
佳
作
：
各

部
門
5
点
程
度（
副
賞
1
万
円
）

○
申
込
期
限　

平
成
26
年
1
月
10

日（
金
）〔
必
着
〕

○
発
表
時
期（
予
定
）　

平
成
26
年

3
月（
入
賞
者
に
直
接
通
知
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
大
交
流
課

（
〒
6
6
8

8
6
6
6　

中
央

町
2
4
）　

☎
21

9
0
1
6

　

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
企
画

振
興
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
担
当（
〒

6
2
7

8
5
7
0　

京
丹
後

市
峰
山
町
丹
波
8
5
5
）

　

☎
0
7
7
2

62

4
3
0
0
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期
　
間

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動　

 

8
月
1
日（
木
）〜
10
日（
土
）

　

夏
の
時
期
は
、
海
水
浴
客
な
ど

で
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
に
加

え
、
暑
さ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
疲

労
な
ど
で
気
の
緩
み
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
次
の
こ
と
を
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

・
自
転
車
の
交
通
安
全

・
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
車
を
運
転
す
る
と
き
の
注
意
事

項
・
駐
車
場
に
車
を
止
め
る
際
は
、出

発
す
る
と
き
に
前
進
で
発
進
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
発
進
す
る
と
き
は
、
車
の

周
囲
に
人
が
い
な
い
か
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
に
は
、
運
転
席
か
ら
見
え
な

い
部
分
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
、
同
乗
者
が
い
る
と
き
は
、

車
の
周
囲
を
確
認
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

・
後
退
す
る
と
き
は
、
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
位
置
を
再
度
確

認
し
て
、
踏
み
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
慎
重
に
操
作
し
ま
し
ょ

う
。

問
生
活
環
境
課
☎
21

9
0
0
1

8
月
15
日
は「
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

  

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く

の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
8
月
15
日（
木
）、
日

本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、

正
午
に
1
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
正
午
の

時
報
を
合
図
に
、
追
悼
と
平
和
の

黙
と
う
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
2

夏
の
少
年
非
行
防
止
期
間

〔
8
月
31
日（
土
）ま
で
〕

　

夏
休
み
は
気
が
緩
み
、
深
夜
外

出
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど
の
正
し

い
利
用
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
豊
岡
南
警
察
署
☎
24
0
1
1
0

ま
た
は
豊
岡
北
警
察
署

　

☎
32

0
1
1
0

催
　
し

2
0
1
3
と
よ
お
か

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

日
12
月
26
日（
木
）ま
で

対
象
施
設
伊
藤
清
永
美
術
館
、
植

村
直
己
冒
険
館
、
但
馬
国
府
・

国
分
寺
館
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館

応
募
特
典

・
ス
タ
ン
プ
二
つ
…
3
館
目
の
入

館
料
半
額

・
ス
タ
ン
プ
三
つ
…
4
館
目
の
入

館
料
無
料

・
ス
タ
ン
プ
四
つ
…
豪
華
賞
品
が

当
た
る
チ
ャ
ン
ス（
抽
選
で
1 

0
0
人
）

賞
品
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
1
泊

2
日
ペ
ア
宿
泊
券（
3
組
）、
但

馬
の
特
選
食
材（
但
馬
牛
、農
村

体
験
八
平
の
ど
ぶ
ろ
く
、
出
石

そ
ば
、コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の

い
ず
れ
か
）〔
20
人
〕、豊
岡
の
い

ち
お
し
ス
イ
ー
ツ（
20
人
）、た

ん
た
ん
温
泉
ま
た
は
乙
女
の
湯

ペ
ア
入
浴
券（
20
組
）、
玄
さ
ん

グ
ッ
ズ
、
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム

グ
ッ
ズ
な
ど

申
方
各
施
設
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
チ
ラ
シ
に
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
持
参

申
対
象
施
設
ま
た
は
文
化
振
興
課

問
文
化
振
興
課
☎
23

1
1
6
0

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・
申込期限　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページ
アドレス　　　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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南
極
講
演
会
〜
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
よ
う
こ
そ
南
極
へ
！
」〜

日
9
月
8
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

対
高
校
生
以
上

講
師
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越

冬
隊
長　

石
沢
賢
二
さ
ん
、
田

邊
優
貴
子
さ
ん
な
ど

定
2
5
0
人

申
方
生
涯
学
習
課
、
各
支
所
、
各

地
区
公
民
館
、
図
書
館
、
植
村

直
己
冒
険
館
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
に
あ
る
応
募
チ
ラ
シ
に
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
8
月
12
日（
月
）必
着

申
問
生
涯
学
習
課
人
権
･
社
会
教

育
係
☎
23

0
3
4
1

　
Ｆ
24

4
6
6
9

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の   

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
小
学
生
の
手
作
り
広
場

日
8
月
7
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室（
大
手
町
）

対
小
学
3
〜
6
年
生

内
写
真
立
て
を
作
る

講
師
ぐ
る
ー
ぷ
M
O
K
O
の
皆
さ

ん
料
1
セ
ッ
ト
4
5
0
円

定
20
人

持
裁
縫
セ
ッ
ト（
針
、
糸
、
は
さ

み
な
ど
）

申
期
7
月
29
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

他
会
場
ま
で
は
必
ず
保
護
者
が
送

迎
申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

■
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
動
く
・
子
ど
も
の
館
号
が

や
っ
て
く
る

日
8
月
29
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
城
崎

町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
い
ろ
い
ろ
体
験（
人
形
劇
、
体

操
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
遊
び
）

ス
タ
ッ
フ
「
こ
ど
も
の
館
」体
験

活
動
指
導
員

定
50
人

申
期
8
月
15
日（
木
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
お
で
か
け
広
場

日
8
月
21
日（
水
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分

所
西
気
地
区
公
民
館（
日
高
町
栗

栖
野
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
プ
ー
ル
遊
び

持
水
着
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

■
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
動
く
・
子
ど
も
の
館
号
が

や
っ
て
く
る

日
8
月
28
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
但
東

町
出
合
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
い
ろ
い
ろ
体
験（
親
子
遊
び
、　

音
楽
遊
び
、
人
形
劇
な
ど
）

ス
タ
ッ
フ
「
こ
ど
も
の
館
」体
験

活
動
指
導
員

定
50
人

申
期
8
月
1
日（
木
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
7
9

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
と
し
ょ
か
ん
映
画
会

日
8
月
9
日（
金
）

  

①
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　

②
午
後
3
時
10
分
〜
5
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内
①
名
犬
ラ
ッ
シ
ー（
世
界
名
作

劇
場
）②
ブ
タ
が
い
た
教
室

■
臨
時
休
館
・
特
別
開
館

　

市
役
所
本
庁
舎
移
転
作
業
に
よ

り
、図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
使
え
な
い

た
め
、
8
月
の
休
館
日
お
よ
び
開

館
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

○
臨
時
休
館

・
8
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

○
特
別
開
館

・
8
月
20
日（
火
）・
27
日（
火
）

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

第
93
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

日
8
月
26
日（
月
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時

所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園　

2
階　

子
育
て
支
援
室（
下
陰
）

対
0
歳
児
と
保
護
者

内
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
触
れ
た
り
、

一
緒
に
体
操
を
楽
し
む

定
10
組

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶（
水
分
補

給
の
た
め
）

申
期
7
月
29
日（
月
）〜
8
月
21
日

（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29

3
9
0
0
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豊
岡
室
内
合
奏
団
演
奏
会
2
0
1
3

日
8
月
25
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

（
出
石
町
水む
な

上が
い

）

曲
目
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲「
交

響
曲
第
4
番
」、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
作
曲「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の

洞
窟
序
曲
」

問
豊
岡
室
内
合
奏
団　

籏
谷
徹
志

さ
ん
☎
52

4
4
9
7

第
46
回
文
教
府
夏
期
大
学
・
但
馬

文
教
府
創
立
50
周
年
記
念
式
典

日
8
月
24
日（
土
）午
前
9
時
45
分

〜
午
後
3
時
30
分

所
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

内○
講
演（
演
題
・
講
師
）

·「
音
楽
を
と
お
し
て
豊
か
に
生

き
る
」・
音
楽
評
論
家
、
作
詞

家　

湯
川
れ
い
子
さ
ん

·「
目
的
の
あ
る
人
生
観
」・
薬
師

寺
管
主　

山
田
法ほ
う

胤い
ん

さ
ん

○
記
念
式
典

·
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン（
但
馬
舞
踊
協
会
）

·
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
せ
き
の

み
や
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
）

料
1
5
0
0
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
但
馬
文
教
府
、

各
市
町
教
育
委
員
会
、
地
区
公

民
館
な
ど
で
販
売

問
文
教
府
夏
期
大
学
実
行
委
員
会

（
但
馬
文
教
府
内
）

　

☎
22

4
4
0
7

但
馬
ド
ー
ム
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
〜
日
本
の
防さ
き
人も
り

〜

「
自
衛
隊
活
動
写
真
展
」

日
8
月
1
日（
木
）〜
31
日（
土
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ド
ー
ム
棟

2
階　

展
望
デ
ッ
キ（
日
高
町

名
色
）

内
各
種
訓
練
風
景
・
国
際
貢
献
・

災
害
派
遣
活
動
な
ど
を
記
録
し

た
パ
ネ
ル
や
南
極
観
測
船
ふ
じ

乗
組
員
が
持
ち
帰
っ
た
南
極
の

石
の
展
示

問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

☎
45

1
9
0
0

募
　
集

「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
4
」掲
載
企
業
募
集

　

若
者
の
市
内
就
職
を
促
進
す
る

た
め
、市
内
の
企
業
を
高
校
生
・
大

学
生
な
ど
に
P
R
す
る「
豊
岡
市

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
1
4
」

の
掲
載
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
概
要

·
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
3
千
部

·
掲
載
情
報
は
、
会
社
概
要
、
事

業
紹
介
、
募
集
実
績
な
ど

·
1
社
に
つ
き
1
ペ
ー
ジ

·
市
内
高
等
学
校
卒
業
後
3
年
経

過
者（
大
学
3
年
生
の
学
年
）、

高
等
学
校
・
大
学
な
ど
に
配
布

対
市
内
に
事
業
所
、
工
場
な
ど
を

有
し
、
今
後
、
職
員
採
用
の
可

能
性
の
あ
る
企
業

掲
載
料
5
千
円

申
方
環
境
経
済
課
に
あ
る
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
23
日（
金
）消
印
有
効

申
問
環
境
経
済
課
経
済
係

　
☎
23
4
4
8
0
Ｆ
22
3
8
7
2

　
メkeizai@

city.toyooka.lg.jp
「
豊
岡
市
街
地
の
復
興
建
築
群

見
学
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

日
8
月
13
日（
火
）午
前
9
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
午
前
11
時
〜
正

午
、
午
後
4
時
〜
5
時〔
少
雨

決
行
〕

※
集
合
場
所
…
J
R
豊
岡
駅
前（
バ

ス
ロ
ー
タ
リ
ー
）

所
豊
岡
駅
通
商
店
街
周
辺（
市
役

所
北
庁
舎
、
南
庁
舎
な
ど
の
外

側
か
ら
の
見
学
）

ガ
イ
ド
兵
庫
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー　
中
尾
康
彦
さ
ん
な
ど

料
5
0
0
円（
ガ
イ
ド
料
、
保
険

料
・
写
真
代
な
ど
）

定
各
40
人

申
方
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
連
絡

申
期
8
月
6
日（
火
）

申
問
豊
岡
駅
通
商
店
街
振
興
組
合

事
務
局
☎
23

2
3
6
7

　
Ｆ
20

1
2
4
0

　
メoffice@

sunstork.com

「
社
会
福
祉
法
人
豊
友
会

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
」

平
成
26
年
度
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
保
育
士（
正
規

職
員
）3
人

応
募
資
格
保
育
士
資
格
取
得
者
ま

た
は
平
成
26
年
3
月
末
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
方

勤
務
地
社
会
福
祉
法
人
豊
友
会  

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

選
考
日
・
場
所
9
月
1
日（
日
）・

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
チ
ャ
イ

ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

※
選
考
時
間
、
手
順
な
ど
は
、
後

日
郵
送
で
連
絡

選
考
方
法
面
接
、
論
文
、
実
技〔
得

意
分
野
で
10
分
程
度
〕、
後
日

1
日
実
習
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職　種 募集人数 応募資格 職務内容など 勤務条件

一般事務補助
【産育休代替】 ３人

昭和28年４月２日以降
に生まれた方で、パソ
コン（エクセル・ワー
ド）を使用して事務を
行える方

市本庁舎または各支
所などでの一般行政
事務の補助など

賃金：日額6,600円
勤務：週５日（38時間45分）
休日：土・日曜日の週２日

＜自衛官募集＞
募集種目 応募資格 試験日（一次） 申込期間
一般曹候補生

18歳以上27歳未満
の方

９月16日（月・祝） ８月１日（木）～
９月６日（金）自衛官

候補生
女性 ９月23日（月・祝）・24

日（火）のうちの１日
男性 申込み時に連絡 随時

航空学生
高等学校を卒業（見
込み含む）した21歳
未満の方

９月21日（土） ８月１日（木）～
９月６日（金）

※定員、申込方法など、詳細は問い合わせ
申 問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22－3978

豊岡市臨時職員募集

採
用
日
平
成
26
年
4
月
1
日

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
保
育

士
証
、成
績
証
明
書（
新
卒
の
み
）

を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
8
月
1
日（
木
）〜
27
日（
火
）

当
日
消
印
有
効

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　
（
〒
6
6
8

0
0
1
2　

下
陰

5
）☎
29

3
9
0
0

　
ホhttp://w

w
w
.houyuukai.jp/

第
38
回「
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
」

作
品
募
集

　

俳
句
・
冠
句
・
川
柳
・
短
歌
の

合
同
作
品
発
表
と

研
さ
ん
交
流
会
を

開
催
す
る
こ
と
に

伴
い
、
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

日
11
月
16
日（
土
）午
前
9
時
30
分
〜

所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

対
短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
員
ま
た

は
短
詩
型
文
学
に
関
心
の
あ
る

方
、
児
童
・
生
徒（
但
馬
地
域

な
ど
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
）

部
門
俳
句
・
冠
句
・
川
柳
・
短
歌

応
募
点
数

・
一
般
の
部
…
各
部
門
1
人
1
点

・
児
童
・
生
徒
の
部
…
い
ず
れ
か

1
部
門
で
1
人
1
点

※
未
発
表
の
も
の
に
限
る

料
1
部
門
千
円（
児
童
・
生
徒
は

無
料
）

申
方
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
9
月
6
日（
金
）必
着

申
問
但
馬
文
教
府（
〒
6
6
8

0
0
5
6　

妙
楽
寺
41

1
）

　

☎
22

4
4
0
7

《雇用期間》
　①９月１日～平成27年３月31日
　②10月７日～平成27年12月31日
　③10月23日～平成27年３月31日
※上記期間は、職員の産前産後休暇・育児休業
期間などに応じて、６カ月以内の任期で更新
します（予定）。ただし、勤務実績などで更新
しない場合があります。また、代替職員の必
要がなくなった場合には退職となります。

《選考方法》 面接試験（日時、場所は申込受付時

に連絡します）
《申込期限》 ８月８日（木）
※受付は午前８時30分～午後５時15分（土・日曜
日を除く）

《申込方法》 所定の申込書に必要事項を記入
の上、職員課に提出（持参希望）してください。
※上記①②③のうち、いずれかを希望する方も
申込みできます。申込時に希望を記入してく
ださい。

《申込み・問合せ》職員課（東庁舎別館２階）☎23－1326
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月日 内容
① ９月26日（木） 音響・照明の基礎Ⅰ
② 10月16日（水） 音響・照明の基礎Ⅱ
③ 10月26日（土） 実習 ｢村芝居｣ 仕込み
④ 10月27日（日） 実習 ｢村芝居｣ 公演
⑤ 11月15日（金） 音響・照明の応用
⑥ 11月16日（土） 実習 ｢歌謡祭｣ 仕込み
⑦ 11月17日（日） 実習 ｢歌謡祭｣ 公演
※時間…①②③⑤⑥19：00～22：00　 
 　　　④⑦９：00～17：00

教
室・
講
習
・講
座

但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
舞
台
技
術

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座（
全
7
回
）

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー（
但
東
町

出
合
）

対
音
響
・
照
明
に
興
味
の
あ
る
方

定
20
人
程
度

申
期
9
月
20
日（
金
）

申
問
但
東
支
所
総
務
係

　

☎
21

9
0
3
2

ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

日
8
月
23
日
、
9
月
20
日
、
10
月

4
日
・
11
日
、

11
月
8
日
・

22
日
い
ず
れ

も
金
曜
日
午

後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

（
全
6
回
）

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設　
1
階　
A
会
議
室（
立
野
町
）

対
肥
満
や
健
診
結
果
が
気
に
な
り
、

生
活
改
善
し
た
い
方

内
健
康
講
話
・
調
理
実
習

定
20
人

申
期
8
月
5
日（
月
）〜
20
日（
火
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

酒
害
教
室

第
２
回

・
日
時
…
8
月
7
日（
水
）午
後
3

時
30
分
〜
4
時
30
分

・
テ
ー
マ
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復

・
講
師
…
医
師　

玉
山
大た
い

志し

さ
ん

第
３
回

・
日
時
…
8
月
15
日（
木
）午
後
3

時
30
分
〜
4
時
30
分

・
テ
ー
マ
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
の
心
理
と
家
族
の
問
題

・
講
師
…
臨
床
心
理
士　

田
口
久

芳
さ
ん

第
４
回

・
日
時
…
8
月
22
日（
木
）午
後
3

時
30
分
〜
5
時

・
テ
ー
マ
…「
断
酒
会・AA
会
員
」を

囲
ん
で

・
講
師
…
医
師　

吉
岡
隆
一
さ
ん

共
通
事
項

所
公
立
豊
岡
病
院　

多
目
的
室（
本

館
3
階
、
戸
牧
）

対
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
、
お

酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族

な
ど

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　

☎
22

6
1
1
1

　
Ｆ
22

0
0
8
8

発
達
障
害
を
考
え
る
〜
発
達
障

害
の
支
援
者
の
た
め
の
講
座
〜

日
8
月
24
日（
土
）午
前
10
時
〜
正

午
、
9
月
7
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午
、
9
月
19
日（
木
）午
後

7
時
〜
9
時
、
9
月
27
日（
金
）

午
後
7
時
〜
9
時
〔
全
4
回
〕

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設　

多
目
的
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

対
通
所
施
設
職
員
、
ヘ
ル
パ
ー
事

業
所
職
員
な
ど
発
達
障
害
の
支

援
に
携
わ
る
方

※
4
回
全
て
の
講

義
に
出
席
で
き

な
い
方
も
申
込
み
可

内
発
達
障
害
の
特
性
の
理
解
や
対

応
の
留
意
点
な
ど
を
、
事
例
検

討
を
交
え
て
学
ぶ

申
期
8
月
20
日（
火
）

他
4
回
全
て
の
講
義
に
出
席
し
た

方
に
は
修
了
証
を
発
行

申
問
豊
岡
市
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
事
務
局（
社
会
福
祉
課
内
）

　

☎
24

7
0
3
3

普
通
救
命
講
習
会

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

日
8
月
25
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

所
城
崎
支
所　

2
階　

城
崎
市
民

セ
ン
タ
ー（
城
崎
町
桃
島
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
駐
在
所
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
19
日（
月
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24
8
0
3
8
Ｆ
24
1
2
7
8

　
ホhttp://119.city.

 toyooka.lg.jp
　
メshobo-keibo@

city.
 toyooka.lg.jp
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お詫びと訂正　７月10日号16・17ページの「福祉タクシーなどの事業者を追加しました」の中の「追加事業者」の電話番号で、「☎52－3882」とあるのは「☎20－3882」の誤りでした。お詫びし訂正します。

秋
季　

生
き
活い

き
健
康
教
室

日
9
月
4
日（
水
）・
12
日（
木
）・

18
日（
水
）・
25
日（
水
）、
10
月

2
日（
水
）・
10
日（
木
）・
16
日

（
水
）・
23
日（
水
）午
後
7
時
30

分
〜
9
時〔
全
8
回
〕

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
・
多
目
的
室
な
ど（
日

高
町
名
色
）

対
減
量
を
目
的
と
す
る
18
歳
以
上

の
方

内
太
り
に
く
い
体
を
作
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

講
師
但
馬
ド
ー
ム
指
導
員

料
3
千
円（
8
回
分
）

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
1
8
5
0
円

（
年
額
）が
別
途
必
要

定
20
人
程
度

申
方
持
参
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
25
日（
木
）〜
8
月
31
日（
土
）

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
☎
45
1
9
0
0
Ｆ
45
1
9
0
1

　
メinfo@

tajim
adom

e.jp

玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム      

「
夏
休
み
石
探
検
教
室
」

日
8
月
27
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
赤
石
）

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

内
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
き
れ
い

で
不
思
議
な
地
球
の
宝
物
を
見

て
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
・
三
葉
虫

な
ど
の
レ
プ
リ
カ（
10
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
）を
作
る

講
師
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員　

三
木

武
行
さ
ん
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
長　

田
中
榮
一
さ
ん

定
20
人
程
度

申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
8
月
20
日（
火
）

申
問
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
23
3
8
2
1
Ｆ
24
0
9
1
3

相
　
談

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　
　

 

あ
ん
し
ん
相
談
会

日
8
月
4
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
市
民
会
館　

2
階　

第
2
小
会

議
室（
立
野
町
）

内・
第
1
部
…
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
説
明

・
第
2
部
…
平
成
25
年
度
の
豊
岡
市

の
補
助
金

・
第
3
部
…
太
陽
光
発
電
事
業
者
の

選
び
方

・
第
4
部
…
個
別
相
談

講
師
豊
岡
市
建
築
大
工
組
合
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
部
会
ほ
か

申
方
セ
ミ
ナ
ー
受
講
、個
別
相
談
を

希
望
す
る
方
は
氏
名
・
電
話
番

号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
8
月
2
日（
金
）

申
問
環
境
経
済
課

　
☎
23
4
4
8
0
Ｆ
22
3
8
7
2

出
張
！
女
性
の
た
め
の

働
き
方
相
談
会

日
8
月
30
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練
習
室
A

（
大
手
町
）

※
一
時
保
育
は
、
子
育
て
学
習
室

対
専
業
主
婦

テ
ー
マ
専
業
主
婦
で
す
！
そ
ろ
そ

ろ
何
か
始
め
た
い

内
グ
ル
ー
プ
相
談
会（
参
加
者
が

気
軽
に
悩
み
や
思
い
を
話
し
合

い
、
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
自
信
を
持

っ
て
再
就
職
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
）

講
師
社
会
保
険
労
務
士　

藤
原
寛

子
さ
ん

定
8
人

申
方
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

相
談
会
で
特
に
聞
い
て
み
た
い

こ
と
、
一
時
保
育〔
原
則
1
歳

半
以
上
の
幼
児（
名
前
・
年
齢
・

性
別
）、無
料
〕の
要
否
を
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
期
8
月
5
日（
月
）〜
16
日（
金
）

申
問

・
秘
書
広
報
課
広
報
･
交
流
係

　
☎
23
1
1
1
1
Ｆ
23
1
1
2
4

・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
4
6
0
4
Ｆ
24
4
7
4
0

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
8
月
17
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
市
民
会
館　

4
階　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
8
月
17
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

試
　
験
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

月日 担当医師・
住所

８
月

４日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

25日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

現行 改定後

大 人 1,000円 1,200円

子ども   500円   600円

兵
庫
県
警
察
官
採
用
選
考
試
験

（
第
2
回
）

募
集
人
数

・
一
般
選
考（
男
性
）2
2
0
人
程
度

・
一
般
選
考（
女
性
）25
人
程
度

・
特
別
選
考
6
人
程
度

応
募
資
格
4
年
制
大
学
卒
業
者
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭

和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

一
次
試
験
日
9
月
22
日（
日
）

申
方
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期

・
郵
送
…
8
月
23
日（
金
）消
印
有
効

・
持
参
…
8
月
29
日（
木
）

他
試
験
場
所
、
選
考
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
北
警
察
署
警
務
課

　

☎
32

0
1
1
0
ま
た
は
豊
岡

南
警
察
署
警
務
課

　

☎
24

0
1
1
0

そ
の
他

子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
、
定
期

接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

持
続
的
な
痛
み
な
ど
の
副
反
応
が

見
ら
れ
た
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
と
の

因
果
関
係
を
整
理
す
る
間
、
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
の
中
止
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
安
全
性
を
認

識
し
た
上
で
、
公

費
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

城
崎
温
泉
外
湯

「
1
日
入
浴
券
」の
料
金
改
定

　

城
崎
温
泉
の
7
つ
の
外
湯
に
1

日
入
り
放
題
の「
1
日
入
浴
券
」の

料
金
を
改
定
し
ま
す
。

改
定
料
金

改
定
日
8
月
1
日（
木
）

他
現
行
の
入
浴
券
は
、
7
月
31
日

（
水
）ま
で
販
売
し
、
9
月
30
日

（
月
）ま
で
使
用
可
。
10
月
1
日

（
火
）以
降
は
、
外
湯
受
付
で
差

額
を
支
払
い
、
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
城
崎
温
泉
課
☎
32

0
1
1
7

市
立
診
療
所
の
休
診
の
お
知
ら
せ

■
森
本
診
療
所
☎
48

0
0
0
1

休
診
日
8
月
13
日（
火
）午
後
〜
15
日

（
木
）

■
神
鍋
診
療
所
☎
45

0
0
0
3

休
診
日
8
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）

■
資
母
診
療
所
☎
56

0
3
0
3

休
診
日
8
月
13
日（
火
）〜
16
日（
金
）

■
高
橋
診
療
所
☎
55

0
0
3
6

休
診
日
8
月
14
日（
水
）〜
16
日（
金
）

「
ヴ
ィッ
セ
ル
神
戸
豊
岡
市
民

応
援
デ
ー（
V
S
ア
ビ
ス
パ
福
岡
）」

抽
選
で
2
0
0
人
に
無
料
観
戦

チ
ケ
ッ
ト（
ホ
ー
ム
自
由
席
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

日
8
月
25
日（
日
）午
後
7
時
試
合

開
始

所
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

（
神
戸
市
）

応
募
条
件
市
内
在
住
の
方

申
方
往
復
は
が
き
に
申
込
人
数

（
4
人
ま
で
）、申
込
者
全
員
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、郵
送

申
期
8
月
9
日（
金
）必
着

申
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
豊
岡
市
民
応

援
デ
ー
係（
〒
6
5
2
0
8
5 

5　

神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
1

2

1
）

問
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

　

☎
0
7
8
6
5
1
1
2
2
2

　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

30
分
）

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携　

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
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6
1
1
1

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す

　

神
戸
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
よ
り
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い

ま
す
。
今
な
お
引
き

取
り
手
が
な
く
、
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人
や
家
族

で
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
税
関
で
返
還
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
な
ど

・
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
類

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
類
の
う
ち
、
そ
の
後
、
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
通
貨
…
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日

本
軍
軍
票
な
ど

※
証
券
類
…
国
債
、
公
社
債
、
郵

便
貯
金
簿
、
預
金
証
書
、
生
命

保
険
証
書
な
ど

問
神
戸
税
関
監
視
部
特
別
監
視
官

（
第
1
担
当
）

　

☎
0
7
8
3
3
3
3
1
2
2



－｢リサイクルブックフェア2013｣のお知らせ－
　本館では、図書館で読み終えた本や雑誌、寄贈された本を市民の方に無
料で提供します。さまざまな本がズラリと並びます。ぜひお越しください。
日時：８月17日（土）・18日（日）　午前10時～午後３時 

場所：本館２階　視聴覚講演室
対象：図書館利用者カードをお持ちの方　
※持ち帰り用の袋を用意してください。
(10冊まで持ち帰ることができます)

船の本
< 一 般 >

フェリー活用読本
谷川一巳／著（中央書院）

　旅にまでスピードを求めてしまい、
せっかくの旅が味気なくなっていませ
んか。そんなときには「遅い方がいい」
ぐらいの発想で、気楽にスローな船旅
を楽しみましょう。

< じ ど う >
ふねのたび
工藤ノリコ／作・絵（ブロンズ新社）

　ペンギンの三兄弟が子どもたちだ
けで大きな船に乗ってお出掛けをしま
す。船長特製のハンバーガーランチ
を満喫するなど、楽しい船旅の様子が
伝わってきます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

8月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地

本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

8月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳  幼 3 ～ 5 歳
児 6 歳～  生中学・高校生  般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 木
10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室（第１回）　児 生
11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00～ 但東 夏休みこどもルンルン工作（工作：スノードーム）　児

2 金
10：10～ 本館 夏休みこども点字絵日記教室　児
10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室　児
13：30～ 本館 夏休み手作り絵本教室　児

3 土
10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「思い出いっぱい　なつやすみ｣

（工作：おりづめ　おすし）　幼 児
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：くるくるかざぐるま）　幼 児
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：くるくる花火）　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

4 日
5 月
6 火 （休館日）

7 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
14：00～ 但東 夏休みこどもルンルン工作（工作：ゆらゆらゆれる魚モビール）　児

8 木
10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室（第２回）　児 生
13：30～ 本館 夏休み手作り絵本教室　児
13：30～ 城崎 てづくり　まい・ぶっく教室　児

9 金 10：10～ 本館 夏休みこども点字絵日記教室　児
13：30～ としょかん映画会（二本立て）　児 般

10 土 （休館日）  
11 日 （休館日）
12 月
13 火 （休館日）
14 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
15 木
16 金
17 土 10：00～ 本館 リサイクルブックフェア　

14：00～ おはなし会　幼 児
18 日 10：00～ 本館 リサイクルブックフェア
19 月
20 火 15：00～ 城崎 夏休みおはなし会ジュニア　児 生
21 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

22 木
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼
13：30～ 本館 夏休み手作り絵本教室　児

23 金 10：10～ 本館 夏休みこども点字絵日記教室　児

24 土
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：ゆらゆらかもめモビール）　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

25 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
26 月 13：30～ 竹野 おたのしみ会　おはなしのへや夏のつどい　幼 児
27 火 　 特別開館日
28 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
29 木 13：30～ 本館 夏休み手作り絵本教室　児
30 金 (休館日)
31 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

広報とよおか　2013.7.25 28



8月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

絵本の読み聞かせ＆折り紙で遊ぼう

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び” 

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ５日（月）、29日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ ８日（木）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

動く・こどもの館号

おやこっこ遊び

おでかけ広場　於：西気地区公民館

おたのしみ広場

そとあそび広場　於：支所前芝生広場

なかよし広場

えほんのとびら

夏休みお楽しみ交流会

そとあそび広場　於：高橋認定こども園

日　時 ２日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 幼児と保護者50人（小学生の兄弟姉妹の参加可）
内　容 いろいろ体験（音楽遊び、伝承遊び、パネルシアター）
申込期限 ８月１日（木）定員になり次第締め切る

日時 28日（水）午後１時30分～３時
対象 １歳以上の幼児と保護者　　先着30組
内容 いろいろな親子遊び 申込開始 19日（月）
講師 生涯学習サポート兵庫　きたはら☆まさきさん

日　時 24日（土）午前10時～11時15分
場　所 しばっこ広場（アイティ７階）　悪天候時は子育て学習室
対　象 ３歳以上の幼児とお父さん　先着20組（お母さん

やきょうだいの参加も可）　※濡れてもよい服装
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 ９日（金）
持ち物 水着、サンダル、帽子、タオル、お茶

日　時 28日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 うた、絵本の読み聞かせ、紙芝居、ダンスなど

日　時 21日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 プール遊び､パネルシアター
持ち物 水着、タオル、ビーチサンダル、お茶など

日　時 ８日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び 持ち物 お茶、着替え、タオル

日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分　※受付午前10時～
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士さんのおはなし、親子遊び　※計測はありません

日　時 ７日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ・折り紙

日　時 １日（木）午前10時15分～11時30分 申込期限 ７月30日（火）
対　象 乳幼児・園児・小学１,２年生と保護者　先着40組
内　容 パネルシアター・じゃんけんゲーム・ボーリングゲームなど

日　時 ７日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び　※濡れてもいい服装
持ち物 帽子、タオル、着替え、お茶、サンダル

おやこっこ水遊び　於：しばっこ広場

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

そとあそび広場　於：しばっこ広場　　※悪天候時中止

なかよし広場

日　時 １日（木）、５日（月）、９日（金）、午後１時30分～３時
対　象 乳幼児と保護者　※前日までに要申込み
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び）
準備物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え、タオル、お

茶（保護者も水遊び可能な服装でお越しください）

日　時 21日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 ①23日（金）午前10時15分～11時30分②29日（木）午後１時30分～３時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び＆遊具での遊び、子育て相談＆子育て情報など

日　時 ８日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊びや交流、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師

日　時 １日（木）午前９時30分～午後３時
対　象 小学生　先着20人
内　容 世界に一つしかない作品を作ろう!　（材料費600円）
持ち物 鉛筆、消しゴム、金づち、弁当、お茶、タオル

夏休み木工教室

日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、季節の折り紙製作

8月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

おはなし広場

すくすくまつり

パパと遊ぼうデー

そとあそび広場

運動遊び

にじっこ絵本

絵本の読み聞かせ

日　時 21日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 ４歳児～小学生の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 ｢もう小学生、まだ小学生｣ 申込開始 ８日（木）

日　時 ３日（土）、10日（土）、17日（土）、31日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 22日（木）午後５時～６時30分
対　象 乳幼児、小学生と保護者
内　容 いろいろな露店を楽しむ 参加費 200円（当日チケット制）

日　時 10日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族
内　容 みんなで水遊び 持ち物 着替え、タオル、お茶

日　時 28日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 広場で水遊びをしましょう

日　時 ６日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 ７日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 22日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 読み聞かせとわらべうた遊び

そとあそび広場　於：城崎スポーツ広場（城崎浄化センター屋上）
日　時 ２日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び、水鉄砲、まと当て
持ち物 着替え、タオル、お茶、帽子、濡れてもよい履物と服

日　時 ４日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
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植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第104回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■第11回アカペリンピックinとよおか
　一般公募のアカペラグル
ープのコンテスト。ゲストには、
“パーマネント・フィッシュ”（第
７・８回出演）が登場します。

■平原綾香 10th Anniversary CONCERT TOUR
　2013 ～Dear Jupiter～
　｢J

ジュピター
upiter｣での衝撃的なデビュー

から10年。平原綾香の軌跡を歌う
コンサート。

《同時開催》
　2012｢植村直己冒険賞　特別賞｣
　　村口德

のり

行
ゆき

・渡邉玉枝特別展
　エベレスト登頂記録の２人、村口さん（日本人最
多７回）と渡邉さん（女性世界最高齢）を、登山時の
装備品展示や写真パネルなどで紹介する。

■2012｢植村直己冒険賞｣受賞者
　竹内洋

ひろ

岳
たか

特別展『挑戦は終わらない
～8000ｍ峰14座完登、その先へ～』

　８月31日（土）　
　　開演18：00
◇入場料　全席自由　一般700円、高校生以下無料
　　　　　ペア1,000円（300組）
◇一時保育　８月23日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　９月21日（土）　開演18：00
◇入場料　全席指定　6,500円
　　　　　　　（当日券500円増）
◇一時保育　９月13日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　11月26日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード
提示で無料）

　目標に向かってチャレンジし続けること、その過程で
の人 と々の出会いの大切さを感じる機会とするため、竹
内さんが実際に使用していた装備品、写真パネルを展
示し、その軌跡を数々のエピソードを交えて紹介する。

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　８月10日（土）　開演12：30　於：交流サロン
◇内　容　ギター弾き語り（CHICKEN'S KITCHEN）
◇曲　目　MyFriends、カメレオン、Love & Peace

など
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。　
　音楽活動の発表の場として利用してください。

■第６回ロックフェスティバル
　｢高校生バンド☆バトル、ハイスペース：アライブ｣

■神戸大学児童文化研究会豊岡公演
　『おいで、おいで、観

み

においで！』

■高校生のためのアートプロジェクト第2弾！
　福島県立いわき総合高校演劇部豊岡公演
　『北校舎、はっぴーせっと』
　昨年、感動を呼んだ『Final 
Fantasy for XI.Ⅲ. MMXI』の
続編。いわき総合高校演劇部
が、新作の上演に再びやって
来ます。

　８月18日（日）　開演11：00　於：ほっとステージ
　第１部　高校生バンドバトル
　第２部　社会人バンドで構成されるライブ＋サブ

ステージ（ハイスペース：アライブ）
◇入場料　第１部　無料
　　　　　第２部　一般500円、高校生以下無料

　８月22日（木）　開演10：30　於：ほっとステージ
　　10：30～11：00　人形劇「夏の友だち」
　　11：00～11：30　児童劇「探偵クラブと宇宙人」
◇入場料　無料（１歳以上は入場整理券が必要）
※入場整理券は、豊岡市民プラザ、各子育てセン
ター、市民会館、ひぼこホール、図書館本館、城崎･
竹野･日高各地区公民館で配布

　８月24日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　25日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　一般1,000円（当日200円増）、
　　　　　高校生以下無料
◇チケット発売中

▶植村直己冒険賞授賞式
（左から、村口氏、渡邉氏、竹内氏）
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平成25年７月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

8月の主な行事
AUGUST

平成25年

17（土）
18（日）市民ふれあいのつどい（13：30～　豊岡市民会館文化ホール）東井義雄教育塾（13：30～16：00　但東市民センターホール）

第６回ロックフェスティバル
（11：00～　豊岡市民プラザ）

19（月）
20（火）
21（水）第20回大おお谿たに川がわ納涼灯籠流し（19：00～　城崎温泉街）

なかよし広場（９：30～　豊岡市民プラザ）
おでかけ広場（10：15～11：30　西気地区公民館）
なかよし広場（10：30～11：30　出石子育てセンター）

22（木）すくすくまつり（17：00～18：30　竹野子育てセンター園庭）絵本の読み聞かせの会
（10：30～11：00　日高子育てセンター）
神戸大学児童文化研究会豊岡公演

（10：30～　豊岡市民プラザ）

23（金）竹野南地区変装おどり大会（20：00～22：00　森本中学校）
24（土）ふれあいまつり（たけのこ村）あかるいまちづくり講演会（13：30～15：00　竹野支所）

高校生のためのアートプロジェクトいわき総合
高校演劇部豊岡公演『北校舎、はっぴーせっと』

（19：00～　豊岡市民プラザ）

25（日）愛宕の火祭り（10：00～20：30　伊福部神社周辺）カバストマルシェ（10：00～16：00　宵田商店街）
高校生のためのアートプロジェクトいわき総合
高校演劇部豊岡公演『北校舎、はっぴーせっと』

（14：00～　豊岡市民プラザ）

26（月）
27（火）
28（水）南極教室ライブ2013（14：30～15：30　豊岡市民プラザ）

そとあそび広場（10：30～11：30　竹野子育てセンター園庭）
おたのしみ広場（10：30～11：00　日高子育てセンター）
わらべうた＆製作（10：30～11：30　出石子育てセンター）
動く・こどもの館号（10：30～11：30　但東子育てセンター）

29（木）
30（金）
31（土）

ひ
と
り
ご
と

1（木）山陰海岸ジオパーク竹野海岸遊覧船就航（竹野浜発着　～18日）城崎温泉夢花火（20：00～　城崎温泉街　
～31日　※土・日曜日、13日～15日を除く）
第29回企画展「但馬国分寺跡　発掘調査40
年」（但馬国府・国分寺館　～27日）
画家とパレット展 近現代の巨匠たち ～ピカソが
豊岡にやってきた！～（伊藤清永美術館　～27日）
柳まつり（豊岡駅通りなど　～２日）
おやこっこ水遊び（13：30～　アイティ７階しばっこ広場）
夏休み木工教室（９：30～15：00　竹野子育てセンター）

2（金）そとあそび広場（10：30～11：30　城崎スポーツ広場）
3（土）『祈り－1945』平和を願う朗読劇・豊岡2013（14：00～　豊岡市民プラザ）

加瀬邦彦＆ザ・ワイルドワンズ2013サマーコン
サート（18：00～　出石文化会館ひぼこホール）

4（日）蓮まつり（９：00～16：00  但東町平田  いっちゃんおっちゃんの蓮池）パパと遊ぼうＤＡＹ！（10：30～11：30　日高子育てセンター）
プラザ シネマ・シネマ『ハルのふえ』『アンパ
ンマンが生まれた日』（10：00～、11：30～、
13：30～、15：00～豊岡市民プラザ）

5（月）おやこっこ水遊び（13：30～　アイティ７階しばっこ広場）
6（火）運動遊び（10：30～11：30　竹野子育てセンター）
7（水）にじっこ絵本（10：30～11：30　竹野子育てセンター）そとあそび広場（10：30～11：30　高橋認定こども園）

8（木）なかよし広場（10：30～11：30　城崎子育てセンター）おでかけ広場（10：00～11：30　竹野南地区公民館）
そとあそび広場（10：30～11：30　出石支所前芝生広場）

9（金）おやこっこ水遊び（13：30～　アイティ７階しばっこ広場）高校生のためのアートプロジェクト　平田オリ
ザin豊岡 高校生演劇特別ワークショップ

（11：00～　豊岡市民プラザ）

10（土）パパと遊ぼうデー（10：30～11：30　竹野子育てセンター）
11（日）
12（月）
13（火）
14（水）
15（木）
16（金）

▼
3
歳
の
孫
が
来
て
我
が
家
に
水
槽
や

虫
か
ご
が
並
ん
だ
。
プ
ラ
ン
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の
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Ⓘ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,856人（－3人） 41,646人（±0人） 45,210人（－3人） 32,658世帯（＋5世帯）
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沢庵和尚
①出家と禅家の修行
　沢庵和尚は、1573年に山名氏
の重臣秋

あき

庭
ば

綱
つな

典
のり

の子として出石城
下に生まれました。秀吉が但馬攻
略に着手し、父綱典は戦乱はやが
て但馬にも及ぶと案じ、無事に生き
てほしいと沢庵の出家を考えました。
　７年後、山名氏は滅亡し、10歳で唱念寺に入って出
家し、14歳で宗

す

鏡
きょう

寺
じ

塔
たっ

頭
ちゅう

勝福寺に入り禅を志しました。
大徳寺から招かれた董

とう

甫
ぼ

和尚は、早くから沢庵が逸材
であることを見抜き、彼が22歳のときに大徳寺山内にあ
る三玄院に連れ帰りました。その後禅の修行に精進し、
37歳で大徳寺153世の住持（寺一番の上僧）となりました。
　しかし、無欲な沢庵はその地位に３日間しか留まらず、
修行僧姿で教化活動の旅に出ました。

③家光の相談者として
　1632年、２代将軍秀忠が亡くなり罪を許され、
沢庵は江戸に帰ることとなりました。３代将軍家
光は、剣術の指導をしていた柳

や

生
ぎゅう

但
たじまのかみ

馬守宗
むね

矩
のり

から
「沢庵和尚から武芸における禅の重要性を学んだ」
と聞き、沢庵に興味を持ちました。沢庵に会い、
その教えに感銘した将軍は丁重にもてなし、江戸
に沢庵のために新寺（東海寺）を建立し、沢庵１人
のための茶会も催しました。沢庵が東海寺に住ん
だ７年間に将軍のお成りが75回にも及んだといい
ます。

④沢庵和尚の晩年
　沢庵は「全てのものは天地のものであり、個人の
持つべきものは何一つない、必要な時に必要な分
量だけ得ればそれでよい。」と無欲を実行していた
ので、自分のための大寺の建立などまっぴらだと
いうのが沢庵の心根であったといわれています。
　しかし、東海寺の建立を承諾したのは、紫衣事
件で凍結された大徳寺の出世問題を解決したいと
いう思いがあったのではないでしょうか。69歳の
ときに大徳寺の出世（※）の復旧・再開が申し渡さ
れ、長年の懸案が解決しました。死の間際に「夢」
の一字を残し、73歳でこの世を去りました。

※出世　多くの禅僧が最終目標に掲げる儀式であ
り、大徳寺内外での身分を証明するもの

※年齢は数え年

【宗鏡寺本堂庭園】
　宗鏡寺の裏山から流れ
出る水を利用して作庭さ
れた池

ち

泉
せん

観賞式庭園。沢
庵が作庭したと伝えられ
る名園は兵庫県指定文化
財となっています。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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道理を求め仏道を貫いた禅僧　沢
た く

庵
あ ん

和
お

尚
し ょ う

⑤宗鏡寺（沢庵和尚ゆかりの寺）
　1616年に出
石城主小

こ

出
いで

𠮷
よし

英
ふさ

が沢庵の勧
めで宗鏡寺を
再興しました。
豊岡市指定文
化財の夢見の
鐘など沢庵に
まつわる品が
数多く残っています。沢庵は入

いる

佐
さ

山
やま

山麓の投
とう

渕
えん

軒
けん

での営みを愛し、閑寂の生活の中で「庵
あん

居
きょ

百首和歌」
など、多くの書をあらわしました。

（1573～1645）

沢庵和尚自賛頂相

②紫
し

衣
え

事件から流罪へ
　1627年、幕府は、後水尾天皇が従来の慣例どおり
に大徳寺の十数人の高僧に紫衣（※）着用の勅許状を
与えたことを法

は っ と

度違反とし、紫衣の取り上げを命じまし
た。つまり幕府の法度は、天皇の勅許にも優先すること
を示したのです。これに反発した沢庵は京に上り、大
徳寺の責任者であった玉

ぎょく

室
しつ

和尚、江
こう

月
げつ

和尚と共に幕
府に抗弁書を提出しました。この行為が幕命に反すると
して沢庵たちは罪に問われ、沢庵は出

で

羽
わの

国
くに

上山に流
罪となりました（沢庵57歳）。配流先の上山藩主は、沢
庵の権力に屈しない生き方と「心さえ潔白であれば身の
苦しみなど何ともない」とする姿にうたれ、草庵（春雨庵）
を寄進するなど厚遇しました。

※紫衣　紫色の法衣や袈
け

裟
さ

をいい、高徳の僧尼が
朝廷から賜ったもの　


